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＊本事業の業績を本文中で引用した場合は○○○○ et al.,20xx で表示しています。該当資料の詳細については巻末の研究業績のページをご































































































































































































































極圏、北緯 66°30’ に到達している。引き続き、1936 年からは
同じく武富船長が快鳳丸（図 1.2）により北極海航海を行い、
チャクチ海北緯 67°に、1937 年には最北は北緯 71°23’、西経
175°40’、最西は北緯 69°58’、東経 164°05’、コリマ川河口まで
到達し、気象・海洋観測、漁業調査を行っている。さらに 1939






















図 1.2 武富栄一船長の快鳳丸、1930 年代の北極海
氷域での活躍の様子を描いた絵画、一等航海士をつ
とめた山口芳男による。1976 年。 






























































年 1 月 18–19 日、国立極地研究所・研究集会「北極環境研究の
課題と展望」（参加 140 名）が開催され、今後の研究提案が行
われた。1 月 28 日、国立極地研究所「北極環境研究計画に関す






の流れを了解した。さらに 4 月 11–12 日、北極環境研究関係者
30 数名が集まり、今後の北極環境研究計画を検討・取りまとめ
（代表：安成旧作業部会主査）が行われ、この結果が下記の第






























め切りとする公募が 5 月 19 日に発出された（文部科学省研究
開発局海洋地球課が担当）。6 月 9 日、国立極地研究所から
にわたる応募書類が提出された。「グリーン・ネットワーク・
オブ・エクセレンス」（GRENE）事業北極気候変動分野外部
評価委員会が組織され、4 月 22 日策定の「グリーン・ネットワ
ーク・オブ・エクセレンス」（GRENE）事業北極気候変動分
野審査要項及び同評価項目及び審査基準に基づいて審査が行わ
れた。その結果、6 月 24 日、藤井理行国立極地研究所長宛に藤
木完治文部科学省研究開発局長より採択が通知され、国立極地





   図 1.3 GRENE北極気候変動研究事業実施のしくみ










置した。第 1 回会合は 2011 年 7
究所から研究コミュニティーに対する研究課題の公募案を決定、










































































行い、必要に応じて PI に対して、助言・指導を行う。 
（4）各研究課題の PI が作成する年度計画がロードマップに沿
ったものになるよう、必要に応じて指導・助言を行う。 
○ PI の役割・権限 
戦略研究目標の達成のため、運営会議及び代表者と連携し、
各研究課題を実施する。 



















































*1 「グリーン・ネットワーク・オブ・エクセレンス」（GRENE）事  
  業概要（文部科学省、公募要領）： 
  平成 22 年 6 月に閣議決定された新成長戦略では「環境・エネル
ギー」を成長分野として掲げ、グリーンイノベーションによる成長
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*3 第 6 期科学技術・学術審議会、研究計画・評価分科会、地球観測推  
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島田浩二    東京海洋大学海洋科学部准教授 
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     プロジェクトマネージャ：山内  恭   連携コーディネーター：高田久美子 




図 2.0.2 2012 年 9 月夏季の海氷最小の広がり。桃色の線は
1980 年代の海氷域 













































なげる。なお、研究課題が輻輳するので、3a と 3b の 2 つの目
標に分けて取り組むこととした。3a に対しては研究課題 3．大
気課題が、3b に対しては研究課題 6．海洋生態系課題が対応し








するものが戦略研究目標 4 である。研究課題 7．海洋・海氷課
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第 1 作業部会第 5 次評価報告書 1） の Table 12.2 より抜粋）。 
21 世紀約 100 年間の気温上昇（℃）。ここでは、北緯 67.5 度以北を北
極と定義。幅は 90%信頼区間を示す。RCP は最新の気候変動予測に用
いられている社会経済シナリオである代表的濃度経路シナリオ
（Representative Concentrations Pathways）の種類を表す。 
 
 
 RCP2.6 RCP4.5 RCP6.0 RCP8.5 
地球平均 0.3—1.7 1.1—2.6 1.4—3.1 2.6—4.8 
















ついては、Laine et al.（2016）の Appendix を参照されたい。 
 第二に、第一の方法では分解できないが、寄与の大きな項（気
1.北極温暖化増幅メカニズムの総合解析 














題が解消される（Yoshimori et al., 2014a）。ただし、この方
法では気候モデルのプログラムの一部（放射伝達部分）を直接
使用する必要があるため、解析は日本の気候モデル Model for 
Interdisciplinary Research on Climate（MIROC）に限られる。
また、異なるバージョンの MIROC モデルに適用するため、放
射カーネル法を大気全層にわたって適用する方法を導入し、精
度を確認した（Yoshimori et al., 2014b）。さらに、雲と雪氷
アルベドの同時変化が引き起こす非線型な放射効果による誤差
を改善した（Yoshimori et al., 2016, in prep.）。 















図 2.1.1 RCP4.5 シナリオにおける 21 世紀 100 年間の気温上昇。
Coupled Model Intercomparison Project Phase 5（CMIP5）に参加し





図 2.1.2 図 2.1.1 と同じ。ただし、横軸は北極域を除く全球平均気温。



















































CMIP5 の 32 モデル平均。(a) グリーンランド海、アイスランド海、ノ
ルウェー海を除く北極域の海洋、(b)
上。黒線はシミュレーション結果を表す。
Laine et al. (2016) のデータを基に作成。
 
 





















































熱吸収—放出効果の合計、”Clouds”: 雲、”Sfc. Evap. + Sens.”: 















































































図 2.1.7 MIROC5 気候モデルの RCP4.5 実験における北極域（北緯
70 度以北の主に海洋）の大気温度の上昇（灰色）に寄与する個々のプ
ロセス（21 世紀末と 20 世紀末の差）。季節は 10～12
et al. (2014b) と同様の方法で解析。(a) 放射効果、














2014a,b、Laine et al., 2016）、アルベドの定式化の改善が重
要と考えられる。また、夏と秋から冬にかけての海洋の熱吸収
や放出においては、海洋の混合層深度を正確に表現する必要が
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射量への影響を調べた（Abe et al., 2015）。 
 
モデルと実験 
本研究では、全球気候モデル MIROC5.06) による CMIP5 の
20 世紀再現実験のデータから 1976–2005 年の月平均データを
用いて、海氷減少と雲量変化を中心に統計的解析を行った。20












2.1.8 に 20 世紀再現気候実験の終りに起こった、北極海の海氷
面積と雲量の変化に関する図を示す。観測結果と若干違う点が
あるが、図 2.1.8a に示すように、MIROC5.0 においても夏に
海氷が減少し、秋季から冬季に海氷が増加するという現実的な
季節変化を示している。北極海氷面積の 1980 年前後の 10 年平




2.1.8c と図 2.1.8d が示すように、北極海の雲量も顕著ではない
が増加している。北極海の雲量の変動はほぼ下層雲の変動によ
って説明されるが、この雲量の変化トレンドは秋季に増加傾向
を示し、海氷減少量が最大となる 9 月ではなく、10 月に最大で
有意に増加する傾向がある（図 2.1.8d）。 
 
図 2.1.8 気候モデル MIROC5.0 の 20 世紀再現実験における














一方、10 月において、海氷が顕著に減少している領域は 9 月に
比べると狭くなったが、海氷減少が顕著なところを中心に雲量






























図 2.1.9 気候モデル MIROC5.0 の 20 世紀再現実験 1976–2005 年期
間での a) 9 月、b) 10 月の全雲量と海氷密接度の線形トレンド。単位：
[ /10 年]。 
図 2.1.10  a) 気候モデル MIROC5.0 の 20 世紀再現実験における、
北極域（66–90°N）の地表面での下向き長波放射量に関して、晴天時（×：ΔCRFSDLR/ΔCSSDLR）と雲の放射強制力（●：ΔCRFSDLR/ΔCSSDLR）の変
化量の各月の変化。変化量は 1976–1985 年平均値と 1996–2005 年平均
値の差として示す。赤線：1976–2005 年の海氷密接度の線形トレンド(Δai) < -0.1 [ /decade]であるグリッドの平均値。黒線：Δai > -0.1 であ
るグリッドの平均値。誤差バーと陰影によって、アンサンブルメンバー
間の標準偏差を示す。b)  a)で示した値の比（ΔCRFSDLR/ΔCSSDLR）。 
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 青木周司 高田久美子 












らは、1960 年代と近年（ほとんどが 1990 年代か 2000 年代で











コンダクタンスが低下したことを示していた（Tei et al., 2014）。
東シベリアは、年輪幅と夏の気温の間に負の相関が見られる地
域で（研究課題 2 図 3.2.8）、1960 年以降の年輪幅の減少は、
温暖化に伴いこの年輪幅−夏期気温の間の負の相関が顕著に現
れたと見ることができる。また、UST は YAK よりわずかに降
水量が多く、成長速度の低下は、1931–60 年の期間は顕著では
ないが、1991–2011 年の期間は顕著である。これは、UST で







(Graven et al., 2013) 
図 2.2.5 東シベリアタイガ林観測サイトYAKとUSTの 2地点の
過去 100 年間のカラマツ年輪幅の変化。( Tei et al., 2014) 
図 2.2.3 5 つのインバージョンモデル (ACTM、
GELCA_NIES、GALCA_CAO、 JMA、 NICAM) による
















図 2.2.7 ITRDB の年輪幅指数と夏の気温の相関（中央）と、各地点の年輪幅指数の変化と重回帰モデルによる将来予測（左側棒グラフ）、







































































図 2.2.7 の環北極域の７地点のそれぞれの右側の棒グラフ 3
本は、植生動態モデル SEIB-DGVM（研究課題 2 に詳細を記載）
を用いて、年輪幅指数の計算と同様、1961–1970 年、1996–2005



































ージョンモデルの NEP（生態系純一次生産）の 3–11 月と夏




(6–8 月)の NEP(上)と 9 月の NEP(下)。 












図 2.2.10 は GTMIP Stage 2 に参加した三つの生態系モデル














































図 2.2.10 GTMIP Stage2 に参加した 3 つの生態系モデルの 






































































作成した（Hori et al., in preparation）。その結果、湿雪
割合が、春季、夏季に増加傾向にあり、同時期の積雪域の融解
が進行していることが明らかになった。 
























 雅裕 東久美子 


































































 研究課題 3 では、1979 年以降について、再解析データ用い
て、近年の大気による極向き熱輸送に長期変化があるかどうか

















 予備段階ではあるが、北緯 70 度における熱輸送の長期変化
を考えるとき、温度の変化に比較して熱輸送を担う南北風の変






示す。特に赤は 2000 年代を示す。 
























































ることが分かった（Zhang et al., 2016a）。 
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図2.2.19 SeaRISE (Bindschadler et al.,2013) によるグリーン
ランド氷床の温暖化実験結果。A1B シナリオ下での500年の体積













































地球シミュレータの AFES ver.4.1.の T79L56（水平解像度約
1.5 度、鉛直 56 層で上端を約 60km）の仕様を用いた。AFES 
ver.4.1はHonda et al., 2009 2) でも用いられたモデルであるが、
本研究では、モデル水平分解能をより高く、成層圏－対流圏結
合を陽に見るためにモデル上端を高度約 30 km までから高度
約 60km まで引き上げた。数値実験は 1979–1983 年の 5 年間
を平均した境界条件（海面水温（SST）及び海氷密接度（SIC））
を与えたものを control （CNTL 多氷） 実験とした。さらに、
近年の海氷減少をふまえて北半球の海氷だけを 2005–2009 年
の 5 年間で平均した条件を与えた NICE 小氷実験を行った。こ
の二つの実験では 1 年間のスピンアップ後、各々60 年間積分し
た結果を平均して、さらにそれらの差を見る事で海氷減少の影
響評価を行った（今昔実験）。境界条件として用いた SST 及び
SIC の観測データは the Merged Hadley NOAA/OI SST and 
SIC5) である。大気データは ECMWF の ERA- Interim6)と
JRA-557)の両方を用いた。AO index や NAO （北大西洋振動）
index は NOAA-CPC のデータを用いた。期間はいずれも
1979−2011 年の 33 年間である。尚、以下述べる今昔実験の結












図 2.3.1 (a) 冬（12、1、2 月）平均のAFES今昔実験による海氷減少
による 850hPaにおける気温変化（少氷−多氷）。片シェイド(/)は 95%、
両シェイド(X)は 99%で差が有意な所。単位は℃。(b) 東西平均した
850hPa 気温変化。薄水色は陸地のみ、黒色は全体。(c) 11 月の北極の
デトレンドした海氷面積変動に回帰した冬（11、12、1月）平均の850hPa
気温の偏差。海氷の 1σ 減少に対応する値。ERA- Interim 再解析デー
タによる。(d) (b)と同じ。ただし、ERA-Interim 再解析データによる北
極の海氷面積の減少に対応する気温の偏差。  

































































































































































ドイツの Alfred Wegener Institute のグループとは今昔実験の
結果を共有し解析を進めている（Jaiser et al., 2016、 Hoshi et 
al., 2016）。その他、北極と中緯度間における気候に関する力





























う 2 段構えで見ていく事とする。 
 
北極海氷変動とシベリアの気温変動 
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図 2.3.5 （左）11 月のバレンツ−カラ海（15–90E, 70
積に回帰した 12–1 月平均した 925hPa における気温偏差（
準偏差の減少に対応）。（右）黒線は、規格化した
カラ海の海氷面積偏差の時系列。青線は規格化した極東シベリア域
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2012 年 9 月（「みらい」北極航海の結果）には同海域の底層




































  維持機構 
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図 2.3.8  海氷減少に伴う基礎生産への影響（模式図）。 (上) 氷縁ブルームのメカニズム、 (中) 海氷減少による光環境の改善（好影響）、 (下) 海氷減少による淡水の蓄積（悪影響） 
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  グループの変化 
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水平分布を調べた（Matsuno et al., 2011）。群集構造のグルー
プ分けにはクラスター解析を用いた。またそれぞれの年につい
て得られた動物プランクトン群集構造の水平分布を比較した。




























成熟・受精・産卵が水深 1000 m 前後の深海で行われるのに対





























2007/2008 年および 2013 年の観測結果との間に統計的に有意
な違いは見られなかった（わずかな増加傾向は見られた） 
（Kono et al., 2016）。 
2013 年の調査において、底引きトロールで採取されたホッキ
ョクタラの食性・胃充満度・肥満度などを調べることで、その





















































図 2.3.9 北極海海洋生態系の模式図 (左) 
47 
















































































































海洋上層（20–150ｍ）の貯熱量と 7–8 月の海氷密接度の関係。 
Ⅳ. 戦略研究目標 4 
北極海航路の利用可能性評価につながる 
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ター－宇宙航空研究開発機構（IARC-JAXA）






6.25km×6.25km と 2.08km×2.08km の一日平均の
グデータを作成している。次の 3 つのウィンドウサイズ、
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学高度偏差の変動振幅が約 11dynamic cm であるのに対して、













































































































































図 2.4.7 北極海太平洋側の熱収支と海氷変動の関係 
（詳細は本文を参照）。 
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みた（Kimura et al., 2013）。春季の海氷厚の正確な推定のた
め、AMSR-E および AMSR2 による観測データから独自に導出
した海氷の動き、さらに前述の海氷モニタリングにより開発さ
れた手法による海氷厚を用いた












Krishfield et al., 2014）。その












































































1）Shimada, K., Kamoshida, T., Itoh, M., Nishino, S., Carmack, E., 
McLaughlin, F., Zimmerman, S.,  Proshutinsky, A., 2006. 
Pacific Ocean Inflow: influence on catastrophic reduction of 
sea ice cover in the Arctic Ocean. Geophys. Res. Lett., Vol. 33, 
L08605, doi:10.1029/2005GL025624.  
2) Padman, L., 1995. Small-scale physical processes in the Arctic 
Ocean. In Arctic Oceanography: Marginal Ice Zones and 
Continental Shelves. Eds. W. O. Smith Jr. and J. M. 
Grebmeir. Americal Geophysical Union, New York. 287 pp. 
3) Dmitrenko, I. A., et al., 2008. Toward a warmer Arctic Ocean: 
Spreading of the early 21st century Atlantic Water warm 
anomaly along the Eurasian Basin margins. J. Geophys. 
Res., 113, C05023. doi: 10.1029/2007JC004158.  









  プロジェクトマネージャ： 連携コーディネーター：高田久美子
図 2.5.1.戦略研究目標 1 ピラミッド図
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第 2 章Ⅴ.まとめと今後の課題 
 
 
図 2.5.3   戦略研究目標 3 ピラミッド図
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図 3.1.1  40–80°N の陸域で季節平均した地表面気温トレンドのモデルと観測（CRUTEM4）との差。 
単位：[K/decade]。青：冬、赤：春、緑：夏、紫：秋。 
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ータ（Coupled Model Inter- 












Climatology Project version 2 
（GPCP2）、AsianPrecipitation- 
Highly-Resolved Observational 
Data Integration Towards 
Evaluation（APHRODITE）など
の地上観測データ、 
Global Satellite Mapping of 
Precipitation version 5 
（GSMaP）や Clouds and the 
Earth's Radiant Energy System 
（CERES）などの衛星観測データ、Japanese Reanalysis 55 
（JRA55）や ERA-interim などの再解析データを用いた。 









図 3.1.2  観測 (GPCP2、GPCP1DD、CMAP、APHRO)、再解析(JRA25、JRA55、ERA40、ERAI、
NCEP、NCEP2)、CMIP5 の北ユーラシアの夏季気候平均降水量(mm day-1)。 
Climatological Precipitation (Jun-Aug)
[mm/day]
図 3.1.3 北ユーラシアの夏季気候平均降水量の GPCP2 観測からのバイアス(mm day-1)。 
Precipitation bias from GPCP2 (Jun-Aug)
[mm/day]
Reference
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図 3.1.4 CMIP5 マルチモデル平均(MME)の(a)降水、
圧と 850hPa 水蒸気フラックス、(c)地表温度、(d)
力、(e)降水・蒸発インデックスのバイアス。レファレンスはそれぞ
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図 3.1.6 夏季(6–8 月)北ユーラシア(0–180E,45–90N
線)、GSMaP(黒点線)、CMIP5 マルチモデルの降水日変動
カルタイム。 
図 3.1.7 夏季(6–8 月)北ユーラシア(0–180E、45–
GSMaP、CMIP5 マルチモデルの降水日変動のピーク時間
る寄与。 











































図 3.1.8 気候湿潤度(年間値)の気候値分布.0〜0.1 は乾燥地、0.1〜0.3
は半乾燥地、0.3〜1 は半湿潤地、1 以上は湿潤地に相当する.水文年を
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の差（図は省略）は NorESM1-M と MIROC5
他モデルでは全体的に過小評価されていた。

































図 3.1.13 (a)GSWP2 の 7 月の地上気温の気候値と





CMIP5 のうち 8 モ
、 (b)(a)に同じ、但し降水量, 















































して認識されている（第 2 章「戦略研究目標 1」の 1．および
第 3 章「研究課題 1」の 2－（1）を参照）。このような背景か
ら、本研究では、全球気候モデルで起こっている海氷減少によ
る雲量の変化と、それにともなう放射量への影響について調べ




































ジェクトに参画した Model for Interdisciplinary Research on 
Climate（MIROC）による 20 世紀気候再現実験である 7) 。大
気側の水平解像度は約 280 km であり、対流圏エアロゾルモデ
2. 北極気候変動・変化の原因特定・メカニズム解明 
執筆者：阿部彩子 吉森正和 Laine Alexandre 阿部 学 
野沢 徹 小倉知夫 高田久美子 大石龍太 新田友子 
 
























    
 
   
 
 
図 3.1.14. 1959~2008 年の 50 年間におけるユーラシア大陸の春季平均降水量（左上）、蒸発量（中央上）、鉛直積算水蒸気収束量（右上）
の変化 [mm/day/50years] および地表面での正味短波放射（左下）、下向き短波放射（中央下）、上向き短波放射（右下）の変化 [W/m2/50years]。
放射量の変化は下向きを正としている。 
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環モデル MIROC の陸面サブモデル MATSIRO にサブグリッ
ド積雪被覆スキーム SSNOWD（Liston, 2004）8)を導入した。











る。本研究では、MIROC への SSNOWD 導入に際して地形と





























抽出したのが図 3.1.16c である。 
 
 
図 3.1.16 大気二酸化炭素 4 倍増時の年平均した地表気温変化の地理
分布。(a)は本研究、(b)は既存 MIROC の結果、(c)は両者の差。 
 
 






図 3.1.17 図 3.1.16 c に対応する地表面アルベド変化の分布。 
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SSNOWD の導入により MIROC で起こる極域増幅は低減され
ることが示された。本研究の成果は、大気海洋大循環モデル
MIROC の次期バージョンの標準積雪スキームとして採用され、








 MIROC の陸面過程モデル Minimal Advanced Treatments 














 積雪被覆率パラメタリゼーションの検証のために、全球 1 度
×1 度の解像度で、1979 年から 2007 年までの 29 年間の陸面
オフライン実験を行った。実験は、標準の MATSIRO（MAT5




Global Soil Wetness Project 2（GSWP2）に則った。 
 上記 2 種類の数値実験による計算結果を、Niu and Yang
（2007）10) による観測積雪深と積雪被覆率の関係についての
解析、人工衛星 MODIS 観測による積雪被覆プロダクト（Hall 
et al., 2006）11)、Interactive Multisensor Snow and Ice 
3. 要素モデルの開発・改良および感度実験 
執筆者：保坂征宏 新田友子 芳村圭 高田久美子 
阿部彩子 辻野博之 豊田隆寛 小室芳樹 
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Mapping System （IMS）の積雪解析値（National 
2008）12)、GLOBal SNOW monitoring for 
（GLOBSNOW）の積雪水当量（Takala et al., 2011







線は Niu and Yang (2007)10) による観測の解析より。
カテゴリーごとにプロットしてある。上段は MAT5





月、e) MAT5 実験 2 月、f) MAT5 実験
いる。 






























版された（Nitta et al., 2014）。
 
 
年の月平均値で、a) MODIS 11 月、b) MODIS 2 月、c) MODIS 5











Journal of Climate に出
 
 
月、d) MAT5 実験 11
実験 5 月を示して


























データで補正を行ったデータセット（Kim et al., 200
いた。対象は 1979–2007 年の 29 年間とし、空間解像度
1 度で、コントロール実験（CTL 実験）と簡易湿地スキームを
組み込んだ実験（WET 実験）の 2 種類の全球シミュレーショ
ンを行った。また、AGCM 実験は、気候モデル






Lakes and Wetlands Database（GLWD; Lehner and Döll, 
地表面へ入る水  




融雪  (1-α)・Rs  






















図3.1.22 a) 湿地面積率 [%]とb) WET
 
 
図 3.1.23 に、2001 年 6–8 月の北緯



















貯水 S  
表面流出  Rs’= α・Rs  
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図 3.1.23 2001 年 6–8 月の北緯 30 度以北の蒸発散量。














本研究では大気海洋結合 GCM である MIROC5
よび陸面部に水同位体を導入し、検証を行った。大気部への水
同位体の導入手法は Jouzel et al.（1987）16
物理過程については Blossey et al.（2010）17
また陸面部については Yoshimura et al.（2006
た。検証に用いた結果は、観測された海水温および海氷密接度































































北半球 (205) 159 
熱帯 (95) 71 
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図 3.1.24 (a) 観測、(b)シミュレーションの降水同位体比年平均値（‰）
 







































































Climate and Ocean - 
（CLIVAR) の海洋モ
-II）が世界の 18 のモデルグル
Danabasoglu et al., 2014）






(a) CMIP5 実験、(b) 
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のデータ同化スキーム（Toyoda et al., 2011）22)と同様に、海
氷密接度の観測データをもとに観測・モデル誤差を考慮して 3
次元変分法により最適値を推定し、解析インクリメントに
























密接度同化実験における 2 m 気温の修正量。 
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一方、夏季においては氷縁部の修正に加えて、北極海中央部
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1. 温暖化と環北極陸域生態系の変化  
執筆者：杉本敦子 石川 守 吉川謙二 松浦陽次郎 
大澤 晃 永井 信 鈴木力英 鄭 俊介 
表 3.2.1 GRENE 陸域課題の主な観測サイト 




The Global Terrestrial Network for Permafrost （GTN-P）ま









































におけるクロトウヒ（black spruce, Picea mariana）の現存量
偏差は年平均気温と有意に負の相関があった（r =－0.63; p < 
0.05）。これに対し、中央シベリア・トゥラのグメリンカラマ
ツ（Gmelin larch; Larix gmelinii）の現存量偏差は年平均気温
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pine; Pinus banksiana）とポプラ（Quaking aspen; Populus 
trmuloides）についておこなったところ、バンクスマツでは気
温と現存量偏差は有意に正の相関があった（r = 0.65 または r = 


















































林成長期間の評価」を参照）。つぎに、Terra と Aqua 衛星に
表 3.2.2 フォートスミスにおける現存量偏差と気候変数の相関 
図 3.2.4 周極域森林生態系における深さ
1m までの推定 SOC 蓄積量と CN 比。  
 
図 3.2.5 凍土深（活動層の厚さ）と森林の地上部炭素蓄積量の関係。  
 











、GRVI の時系列において、GRVI が 0 を
超えた日と下回った日を成長期間の開始と終了の期日とそれぞ
れ仮定した。最後に、フェノロジー画像や CO2フラックス観測
で得た Net Ecosystem Exchange （NEE）の日平均値と衛星
データの解析により検出した成長期間の開始と終了の期日の対









積算 NEE 日平均値が 0 を下回った期日（正味吸収期間の開始
日）の年々変動と相関関係を示すことが明らかになった（図
3.2.6）。これに対して、衛星観測で得た GRVI の解析により検
































図 3.2.7 500m の空間分解能をもつ Terra と Aqua 衛星に搭載された
MODIS センサーで毎日観測した GRVI の解析により検出した東シベ
リアにおける機能的な成長期間の開始と終了の期日の時空間分布。 












































































図 3.2.8 年輪幅指数と夏季（北緯 67°以北のサイトでは７月、北緯 67°以南のサイトでは 6-8 月）の気温との相関係数（緑：正相
関、赤：負相関）の空間分布（相関係数は 1950–2010 のデータを使用して計算）。 























(1) スバールバル極砂漠   
執筆者：内田雅己 
 ツンドラ気候に属しているスバールバル諸島は、ノルウェー























執筆者：内田雅己 飯島慈裕 杉本敦子 鈴木力英 太田岳史 










































図 3.2.10 調査地に設置した気象計により記録された rain 
on snow イベント（赤丸内）。気温：折れ線グラフ。降水
量：棒グラフ。 
     図 3.2.11  3 年間の植生被度の変化。 













































に依存していると考えられる（Takano et al., in preparation）。
この地域は海岸付近から内陸部に 100km 以上の地点でも標高


























図 3.2.15 カラマツの幹の直径と高さ、葉 1 枚の質量、および葉の










による 1 km 四方の CALM（Circum-Polar Active Layer 
Monitoring）グリッドが設定されており、2014 年の調査によ
って、湿性ツンドラから乾燥ツンドラ地帯との間に大きな活動
層厚の差があることが明らかとなった（Iijima et al., 2016b）。
植生の被覆率の高い湿性ツンドラ地点では活動層厚が 30–50 
cm 深であるのに対して、礫質の斜面にあたる乾燥ツンドラ地


















ある（図 3.2.21）。降水量は 1998 年～2000 年および 2009 年





影響は、2001 年～2004 年の乾燥化ではなく、その後の 2005
年～2008 年にわたる湿潤化による影響であったと考えられる
（Ohta et al., 2014）。 
図 3.2.22a は、土壌水分量と群落コンダクタンスの関係であ
る。これによれば、2006 年以前と 2007 年以降で関係が異なっ
図 3.2.17 ティクシの湿性ツンドラ地域で発達したサーモカルス
ト池の様子（写真）と池の水深（グラフ）。 
図 3.2.18 ティクシの CALM グリッド（1x1km）における活動層
厚分布。 
1: Stony Dryas/lichen mountain tundra,  
2: Stony grass/Dryas/lichen tundra on ridges in intermontane  
   basins,  
3: Spotty tussock tundra on footslopes,  
4: Carex/green-moss spotty tundra on aprons,  
5: Polygonal tundra on aprons,  
6: Carex/Eriophorum/green-moss tundra on inter-ridge depres  
  sions,  
7: Grass/Carex/green-moss floodplain tundra. 
 
   a) 1998 年           b) 2014 年 
図 3.2.19 スパスカヤパッドにおける主な 4 樹種の樹冠投影図。 
赤：カラマツ、青：カンバ、オレンジ：ヤナギ、緑：ハンノキ。 
a) 1998 年と b) 2014 年を示す。 

























































































図 3.2.21 スパスカヤパッドのタワーで観測した気象データ(Ohta et 
al., 2014)。a) Net all-wave radiation. b) Air temperature. c) Vapor 
pressure deficit. d) Soil water content. e) Ground temperature. f) 
Precipitation. 
図 3.2.23 5月から 9 月のスパスカヤパッド（青）とエレゲイ（赤）
における蒸発散（上）と純生態系生産（下）。水平方向の直線は夏
期（6–8 月）の平均値（Kotani et al., 2014 を改変）。 
































産量(b)の関係 (Ohta et al., 2014)。 



















%B=B/(R+G+B)）と Green Excess Index （GEI=（G−R）












比べて、1 週間程度遅かった。CO2フラックス観測で得た 3 日
積算 NEE 日平均値が秋に 0 を上回った日（正味吸収期間の終
了日）は、カラマツよりかはむしろ林床のカンバの黄葉のピー
クの期日に相当した。 
2004 から 2013 年のスパスカヤパッドサイト CO2フラック
ス観測で得られた NEE 日平均値の符号に基づき、正味吸収期
間の開始日（3 日積算 NEE 日平均値が連続して 0 を下回るよ
うになる期日）と終了日（同様に 0 を上回るようになる期日）
を評価した（図 3.2.25）。観測期間における正味吸収期間日数
は 101 から 127 日（平均 112 日）で、この期間でトレンドは
みられなかった。春季の正味吸収の開始日と秋季の正味吸収の

















図 3.2.24 スパスカヤパッドサイト（カラマツ林）において 2014 年
に撮影したフェノロジー画像の解析により得た%RGB と GEI の季
節変化。 
 














































































(a) 2007 年(ALOS-PALSAR)→2009年(ALOS-PALSAR) の変化、
(b) 2007 年(ALOS-PALSAR)→2015年(ALOS2-PALSAR2) の変
化。 
 









































































3. GRENE-TEA 観測とモデルの連携研究 
執筆者：斉藤和之 宮崎 真 森 淳子 末吉哲雄 
佐藤篤司 伊勢武史 山崎 剛 朴 昊澤、他 
 
図 3.2.27 ヤクーツク(a, c)とウスチマヤ（b, d）における過去 100
年間の年輪幅の変動 
 
図 3.2.28 溶存メタン濃度 DM と湖沼サイズ A の相関。 
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図 3.2.33  Stage 1 データ作成の概念図。 
図3.2.34  Stage 2 積分の構成図。 
図 3.2.31 GTMIPの構成。 
図 3.2.32  GTMIPの評価指標カテゴリー。 
























表 3.2.3 GTMIPの意義と成果 




















































(2)  GTMIP   
執筆者：森淳子、斉藤和之、山崎剛、朴昊澤、末吉哲雄、宮崎真 
GTMIP（Miyazaki et al., 2015）では、GRENE 観測サイト
を対象とした Stage1 と、環北極域から全球を対象とした
Stage2 の二つの MIP を行った。参加モデルと特性分布図を図
3.2.36 に示す。 
Stage 1 







のデータを用いた。Stage 1 のデータセットは、国内外の 21 参
加モデルの出力値等とともに ADS にて公開した（Sueyoshi et 
al., 2016）。 
 植生・凍土条件が異なる 4 サイトでの炭素関係要素を比較し
た結果、モデル間のばらつきは連続的永久凍土帯に属するヤク
ーツク、ティクシで小さく、これは植生が単調であることに起










al. 2015 を基に改変)。 






























 Stage2 では 7 モデルが参加した。Historical および RCP8.5
の結果を用いて 50 度以北の環北極域について過去（1901 年
–1930 年）、現在（1981 年–2010 年）、将来（2071 年–2100
年）の 3期間すべての出力があるモデルについて解析を行った。 








Stage1 の結果とよく対応する（図 3.2.38 左上）。北極海沿岸
図 3.2.38 左上: NEP のモデル間のばらつき 右上: NEP の現在
（1981–2010 年）と将来（2071–2100 年）の差。正が増加。左下: 現
在の湿潤度。右下:将来の湿潤度/現在の湿潤度。 
Models’ Habitat

































: enable to couple w ith AOGCM
MAT-cnv : MATSIRO-4,-5
MAT-rev : MATSIRO-snow d, MATSIRO-perm afrost
図3.2.36  GTMIP参加モデルとその特性分布。 
図 3.2.37 左上：NEP のモデル中央値とばらつき。右上：10cm 深
年最高地温と年最低地温のモデル間ばらつき。左下：活動層のモデ
ル中央値とばらつき。右下：積雪深のモデル中央値とばらつき。 











 Stage 2 入力値の降水量と気温の将来予測では、たとえば、









































図 3.2.39 陸上生態系モデル SSSEM を用いたデータ同化の結果（状態
推定）。12 のパラメータを同時にランダマイズして 1000 回のシミュ
レーションを行った。 
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大気中 BC の測定法の開発 
東京大学では、BC の全質量濃度の連続自動測定が可能な





COSMOS をより高精度 BC 分析が可能な単一粒子レーザー誘
起白熱法（SP2）と繰り返し比較することにより、その質量濃





価した。その結果、北極での BC 質量濃度の測定誤差は約 15%
であると推定された。 
 




した。ネブライザーと SP2 を用いて水試料中の BC の粒径分布
を測定する手法を理論的・実験的な研究により確立した（Ohata 




図 3.3.1 ネブライザーの粒子化効率の決定。 
 
 降水中の BC の粒径別数濃度を観測するためには、ネブライ
ザーで降水試料から BC をエアロゾルとして空気中に抽出した




度が既知の PSL 粒子分散水の測定を SP2 で行い、PSL 粒径毎
にネブライザーの粒子化効率を評価した（図 3.3.1）。本研究で
1. 北極域におけるブラックカーボン観測 
執筆者：小池 真 近藤 豊 P.R.Sinha 茂木信宏 大畑 翔 
松井仁志 大島 長 塩原匡貴 東久美子 
Ⅲ.北極温暖化のメカニズムと全球気候への影響： 
  大気プロセスの包括的研究  
 
研究課題 3 研究代表者：浮田甚郎 
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用いるネブライザーMarin-5 については、直径
子は粒子化効率が 50%であり、直径 2 μm 以上の粒子では粒径
の増大とともに粒子化効率が下がることが分かった。大気中・
降水中では粒径が 2 μm を超える大きな BC























北極における大気中 BC の観測 
アラスカのバローとスピッツベルゲン島のニーオルスンに
おいて、前述した COSMOS 測定器で BC の連続測定を
年から 3 年間にわたり実施してきた（図 3.3.2












































































れた BC 質量濃度を比較した。上述の値付け（COSMOS への
規格化）によりそれぞれの BC 質量濃度の日々の変動が良く一
致している様子がわかる。図 3.3.5 にはさらに遡って過去 10 年
間の NOAA およびストックホルム大学の CLAP/PSAP による
光吸収係数観測を COSMOS により規格化することにより BC
質量濃度に換算した結果を示す。バイオマス燃焼による BC 発











図 3.3.5 バロー（黒）とニーオルスン（赤）における CALAP/PSAP
による BC 質量濃度の月平均値 
 
 










水中の BC 測定を実施し、ニーオルスンとバローにおいて 2013






BC の沈着フラックス（BC 濃度と降水量の積）を求めた。 
図 3.3.6 の下段には、ニーオルスンにおける降水中 BC 質量
濃度 CBC及び大気中の BC 質量濃度（MBC）を示した。MBCが
高い冬季・春季に CBCが高くなっていることが分かる。図 3.3.6
の上段には、気象データに基づく日毎の降雪・降雨量（Pr）と、
BC の沈着フラックス（FBC）を示した。FBCは CBCと Pr の積
として与えられる。CBCと同様に FBCは冬季・春季に高く、夏
季に低くなっている。これらの北極域での初めての観測から、
北極における BC の寿命を推定することなどが可能となった。 
またこれとは独立に、2013 年 4 月に研究課題 4 の「3. 積雪
中不純物の空間分布」の研究により、ニーオルスンにおいて積








図 3.3.6 ニーオルスンにおける降水観測 上段：日毎の降水量（黒実
線）、降雪（赤）・降雨（青）BC フラックス  下段：大気中 BC 質
量濃度（黒実線）、降雪（赤）・降雨（青）中の BC 質量濃度。 
 


































図 3.3.7 BC の混合状態を考慮した数値モデル計算結果（赤）と航空
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解析に利用した。まず、94 GHz の雲レーダーCloudSat 衛星、
CALIPSO 衛星に搭載されたライダーCALIOP、水蒸気量の鉛
直分布を得ることのできる AQUA 衛星に搭載された赤外サウ
ンダ AIRS センサー、そして同じく AQUA 衛星に搭載された
マイクロ波放射計 AMSR-E である。CloudSat は 94 GHz の雲
レーダーを搭載し、雲や降水からのレーダー反射因子の観測を
行っている。CALIPSO衛星に搭載されたCALIOPセンサーは、
波長 532 nm と 1064 nm における減衰後方散乱係数と、波長
532 nm における偏光解消度の観測を行っている。 
 CloudSat と CALIPSO データの解析には, 高度域に分けた





能は約 240 m である。 
 AIRS の解析には、Ishimoto のアルゴリズムを用いる
（Ishimoto et al.,2014）。温度には 110 の、水蒸気量の導出に
は 46 のチャンネルの情報をそれぞれ利用する。従来の AIRS
の水蒸気量プロダクトの水平解像度が 45 km 程度、鉛直には
2-3 km であるのに対し、この手法では水平解像度 13.5 km、鉛




 海氷面積のデータは JAXA によって提供されている Level 2
プロダクトである海氷密接度を用い、それが 15%以上のものを
海氷とし、緯度 65 度以上の海氷面積を解析した。なお解析期
間は 2006 年 6 月から 2010 年 12 月までである。 
 
解析結果Ⅰ. 海氷と水雲と氷雲の雲量の関係 
 まず CloudSat と CALIPSO の複合利用によって得られた全
雲量（C4:赤線）と、CALIPSO によって解析から求めた氷雲
（C2ice:緑線）と水雲の雲量（C2 water 青線）の 2006 年 6 月
から 2010 年 12 月の変動を図 3.3.11 に示す。全雲量は、いず 
れの年でも 5 月に極大、7 月に極小、9–10 月に極大、そして
2–3 月に極小となることがわかった。さらに CALIPSO のデー
タ解析から求めた相に分けた解析結果からは、5–10 月には水雲
が卓越し、11 月–3 月には氷雲が卓越している。  














執筆者：岡本 創 佐藤可織 浮田甚郎 













図 3.3.11 CloudSat と CALIPSO 衛星の同時利用から求めた北極域

































    
     (a)              (b)        
図 3.3.15 北極域における下層の水雲の雲量の緯度経度分布の
平均値。(a) 2006 年 6 月、（b）2006
 
 
                       
           (a)                  (b)                   (c)
図 3.3.16 北極域における海氷密接度の緯度経度分布の
(a) 2006 年 6 月、（b）2006 年 7 月、
 
 






    (a)          (b)          
図 3.3.18 図 3.3.17 の雲量の 4 年平均値からの各年の偏差
(a) 2006 年、(b)2007 年、(c) 2008 年、
 
月、8 月、9 月の 3 ヶ月の月平
15 に示す。同様に、AMSR-E




       (c) 
1 ヶ月
年 7 月、(c) 2006 年 8 月。 
 
1 ヶ月平均値。
(c) 2006 年 8 月。 
  (c)          (d) 
9月から 11月の 3ヶ月平均
年、(c) 2008 年、(d) 2009 年。 
(c)         (d) 
。 
(d) 2009 年 
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ことがわかる。   
 
 
     (a)          (b)          (c)         (d)
 
図 3.3.19 9 月の海氷密接度の緯度経度分布の平均値。







hPa の間で、CloudSat と CALIPSO から求めた雲域を
で過飽和となっている領域を比較した結果、概ね良い対応を示







図 3.3.20 AIRS から求めた氷過飽和度から推定された氷水相当量
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 海面水温（SST）及び海氷密接度（SIC）の観測データは the 
Merged Hadley NOAA/OI SST and SIC 12) を用いた。大気デ
ータは ECMWF の ERA-interim 13）を用いた。また、AO index 
や NAO index は NOAA-CPC のサイトのデータを用いた。期
間 はいずれも 1979–2011 年の 33 年間である。 
 大気大循環モデル（AGCM）として、地球シミュレーターの
AFES ver.4.1.の T79L56 を用いた。AFES ver.4.1 は Honda 
et al., 20097）でも用いられたモデルであるが、本研究で使用し




だけを 2005–2009 年の最近の条件にした N.ICE ランを行い、
海氷の今昔の効果を論ずる（今昔実験）。この二つのランは 1
年のスピンアップ後、各々60 年積分した結果を解析する。尚、








9、10、11、12 月との相関係数は、それぞれ、0.14、 0.28、 0.48、 
0.26 であり、11 月の海氷面積が冬の AO に最も影響を与える
























図 3.3.23 (a)冬（12、1、2 月）平均の AFES 今昔実験による海氷減少
による 850hPa 気温偏差（N.ICE-CNTL）。片シェイド(/)は 95%、両
シェイド(X)は 99%で差が有意な所。単位は℃。(b) 東西平均した
850hPa 気温偏差。薄水色は陸地のみ、黒色は全体。(c) 11 月の北極の
デトレンドした海氷面積変動に回帰した冬（11、12、1月）平均の850hPa








  そのインパクト  
執筆者：山﨑孝治 三好勉之 中村 哲 


























図 3.3.24 冬（12、1、2 月）平均 500hPa 高度場の
(a) CNTL、 (b) N.ICE、 (c) CNTL+N.ICE、 (d)
















 60 年を結合した。 
 








ら N.ICE では 8.9% に 6 割減少し、逆に












































図 3.3.26 60ºN、 10hPa における東西平均東西風のそれぞれのランに
おける 10 月から 5 月中旬までの日々の変動。単位は









































と E-P flux の発散（波による東西平均東西風の減速量を示す
の偏差を示す。図から明らかなように、
図3.3.28  ベクトルは、E-P flux の

























































図 3.3.29（左）RS10 及び RS30 ランにおける damping 
布。（右）各ランにおける 1 月の 60ºN の帯状平均東西風の標準偏差。











































N.ICE ランと CNTL ランの差。
10 m。（中）300 
5 m。（下）地表 2 m 高
95 (99)%以上のとこ
ラン、（右）RS30 ラン。 












の西風の変動をもたらす 100 hPa における E












図 3.3.31 （上）60ºN の日平均帯状平均西風偏差の時間・高度断面図。
等値線間隔は 2 m/s。正は赤、負は青。差が 95(99)%
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衛星データには、1978 年 11 月から 2000 年





























































2000 年 2 月以降は米国地
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していた（図 3.4.3b）。 








































図 3.4.3 過去 30 年間の北半球積雪被覆期間の（a）
積雪被覆期間、（c）積雪消失日、（d）積雪開始日のトレンド















































図 3.4.5 環北極域の春（4 月）融解情報。
域を示す）、（右）JASMES による
海氷）。 




























スカでは、2012 年から 2015 年までの間、2 月下旬から 3 月上
旬にかけて北極海沿岸のプルドーベイから北太平洋沿岸のアン
カレッジまでのアラスカを縦断するルート上で積雪の採取を行
った。シベリアでは、2013 年 3 月にミールヌイからヤクーツ
クまでの東西にわたるルート上で積雪採取を行った。フィンラ
ンドでは 2013 年 3 月に北緯 70 度から 60 度までの間の地点で
積雪採取を実施した。さらにスバールバルでは 2013 年 4 月中
旬にニーオルスンの町中と氷河上で積雪を採取した。 
北極域で採取した積雪サンプルは日本へ運び、国立極地研究
所で Wide range SP2 （Mori et al., 2016）を用いて BC を、
イオンクロマトグラフを用いてイオンを分析した。また、一部
のサンプルについては、ダストの起源推定のため、総合地球環
境学研究所において Nd と Sr の同位体比を分析した。BC につ











 図 3.4.7 に BC 濃度（図 3.4.7a、b）とイオン濃度（図 3.4.7c、




の約 5.5 倍とであった。AC（Arctic Circle）以北では，PB（プ
ルドーベイ）を除いてフェアバンクス周辺より低濃度であった。
PB は AC 以北の他の観測地点と比べて高濃度であったが、こ
れは PB が油田採掘の町であり、人為起源の BC の排出量が大
きく、BC 濃度が局所的に高くなるためだと考えられる（図
3.4.7a,b）。 
 BC 濃度分布の傾向から、アラスカを YU から FA6 までの
BC 濃度が高い中部地域（63.57–65.9°N）、FA7 から FA12 の
BC 濃度が低い南部地域（61.82–63.27°N）、中部より北の TL
から AC までの北部地域（66.56–68.62°N）、さらに PB









図 3.4.7  アラスカ積雪中の不純物濃度の緯度分布。各データは 2012







執筆者：東久美子 塚川佳美 杉浦幸之助 近藤 豊 
小池 真 茂木信宏 大畑 祥 森 樹大 永塚尚子 
 





ると考えられる （Ward et al., 2012）。 















本研究で得られた BC のデータから、局所的な人為起源 BC
の影響を強く受けているフェアバンクス周辺とアンカレジ周辺
のデータを除いて平均濃度を計算し、結果を先行研究と比較し












































Clarke and Noone (1985) Barrow, 1983Apr, 1984Mar 22.9 7.3-60.4 IP
Hegg et al.  (2009) North Ameriaca, 2007, spring Surface >20 ISSW
Doherty et al. (2010) Canadian and Alaskan Arctic, 2007 and 2009 Surface, Subsurface 8 ISSW
Canadian sub-Arctic, 2007 and 2009 Surface, Subsurface 14
Sterle et al.  (2013) Eastern Sierra Nevada, 2009Jan-Apr snow pit (10cm intervals) 3 <1-89 USN/SP2
(accumulation period) Surface (top-2cm) 25 3-81
Doherty et al.  (2014) Pacific Northwest, 2013, Jan-Mar Surface 35 ISSW
Subsurface 32
Intramountaion Northwest, 2013, Jan-Mar Surface 37
Subsurface 27
Northern U.S. Plains, 2013, Jan-Mar Surface 44
Subsurface 78
Canada, 2013, Jan-Mar Surface 19
Subsurface 22
Pedersen et al. (2015) Barrow, 2008Apr Surface (top-5cm) 9 0-36 TOT
This study Alaska,  2012-2015, Feb-Mar Surface (top-2cm) 1.6 M5/WR-SP2
Subsurface (2-10cm) 1.1
whole layer 1.3


















































図 3.4.12 融解速度 PDDF（Positive Degree Day Factor）に対する表
面反射率（左）、および表面反射率に対する微生物量（右）の関係














執筆者：竹内 望 永塚尚子 中沢文男 
 





図 3.4.13 Landsat-8 衛星画像から求めた、スンタルハヤタ山域の氷河
上の暗色域の分布。（a） Band 2、 3、4 の Natural color 画像。（b） 
Band 2 の反射率をカラーTable で強調した画像。暗色域は氷河中流部
分に分布し、平均反射率は 0.290 できれいな氷に比べた融解速度は 1.8






























  当該山域の No.31 氷河および周辺の氷河に関する気象・形
態・質量交換に関する現地調査を 2011~2014 年の間、毎年実
施した（詳細は Shirakawa et al., 2016 参照）。 
 
図 3.4.15 DGPS 測量成果から作成した No.31 氷河の DEM 
 （白川作成）。 
5. 北極圏山岳氷河の変動 
執筆者：大畑哲夫 白川龍生 Yong Zhang  Alexander Fedorov 






の氷河長は 3.38 km、面積は 2.27km2、平均
ることがわかった（Shirakawa et al., 2016）





































2012 年 8 月以
5 月に記録され、



























































ムスハヤ山塊では、氷河面積が小氷期から 1940 年代までに 5





化。赤：1957 年から 2001 年にかけて（Koreisha,1963 6）、 Ananicheva 
et al., 2005 7））、黒：空撮写真の解析結果、青：LANDSAT 画像の解







善し、質量収支の変動予測を行なった（Zhang et al., 2016a）。




かった（図 3.4.20）（Zhang et al., 2016a）。 
 
図 3.4.20 アルタイ山脈全体の氷河についてシナリオ RCP4.5 と
RCP8.5 の二つの場合に関して推算した氷河質量収支（a）と 2005 年に
対する氷河面積の長期変化。（Zhang et al., 2016a） 
 
また、同じモデルで現地観測を実施したスンタルハヤタ山塊
の No. 31 氷河について評価を行った。第一に、IGY 当時から
本事業での観測までにかけての氷河全体の積算質量損失を計算









図 3.4.21 HYOGAモデルを用いた 1950年から 2014年までのNo. 31 
氷河の質量収支（a）、年平均気温（b）と二つの方法（Oymiakon 気
候値および APHORODITE データセット）で得られた年降水量 （c） の
長期的変化。図中の線は、10 年毎の平均値（a） および線形回帰直線




















執筆者：杉山 慎 齋藤冬樹 的場澄人 
 










て雪氷の表面高度を測定し、2006 年から 2010 年の標高変化を
測定した（図 3.4.22）。カナック周辺に位置する 6 つの氷帽で
は、平均−1.14 m a−1の標高変化が確認された。この値は、過去
に報告された 2003–2008 年と比較して、氷損失が約 2 倍に増
加していることを示すものである（Saito et al.,2016b）。一方、








図 3.4.22 2006 年から 2010 年における、カナック周辺の氷帽および
カービング氷河の表面高度変化。氷帽の質量損失は近年加速しており、

















1980 年代以降、全ての氷河が後退傾向にある（榊原博士論文, 2016）。 
 
 急激な変動が観測されたカービング氷河の一つ Bowdoin 氷
河では、より詳しい衛星データ解析を行った。1950 年頃から安
定していた氷河末端は、2008 年から急激な後退に転じた。また
急減な後退に先立って、2000 年頃から流動速度が 2 倍以上に










図 3.4.24  Bowdoin 氷河（右）と Tugto 氷河（左）における、（a） 2007
年から 2010 年の表面高度変化速度、および（b） 2007 年の流動速度。
海に高速で流入する Bowdoin 氷河でより大きな氷厚減少が確認された
（Tsutaki et al., 2016）。 
 





































された（Machguth et al., 2016）。 












図 3.4.26 カナック氷帽の（a）標高 250 m および（b）750 m における
表面状態。（c）各標高における衛星画像輝度（青線）（ALOS PRISM 
2009 年 8 月 29 日）、および 2012 年 7 月 18–29 日の融解量（●印）





（b）氷河および海底地形を示す断面図（Sugiyama et al., 2015）。 
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図 3.4.28（a）Bowdoin 氷河末端から 250 m において測定した氷河地
震の発生頻度。一日に 2回ピークを持つ周期的な変動を示す。（b）潮























測と雪氷コアサンプルの採取を実施した。標高 2100 m の






図 3.4.30（a）氷床内陸（SIGMA-D: 北緯 77.64 度、西経 59.12 度、標
高 2100 m a.s.l.）に設置した AWS と、（b）ADS に公開中の気温デー
タ（Matoba et al., 2015）。 
 
また SIGMA-D地点では 2014年 5月に 225 mのアイスコア
を、標高 1500 m の SIGMA-A 地点（北緯 78.05 度、西経 67.63
第 3 章Ⅳ.研究課題 4 
 
度）と標高 1800 m 地点の SIGMA-A2（北緯
















ロジェクト SeaRISE （Bindschadler et al.
まざまな将来の百年スケールの温暖化応答実験を行った。





















































































流動が全流動速度に占める割合（Seddik et al., unpublished data
 
図 3.4.36 カナック氷帽縦断面について計算された
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図 3.5.1 本研究の実施体制 
 










































































∆��� = � − � − �    （1） 
∆�� = −1.4� + 1.1� −  �  （2） 
ここで、F は統計データから得られる化石燃料燃焼による CO2
放出量、B および O は陸上生物圏、海洋による CO2吸収量、
1.4 及びはそれぞれ化石燃料の燃焼と陸上生物活動による
O2と CO2の交換比、Z は海洋からの正味の O2放出量である。
式（1）、（2）を解くことにより、陸上生物圏の吸収量 B 及び
海洋の吸収量 O は次のように計算される。 
� = �−0.3� − ∆�� − 1.1∆��� − �� 1.1⁄   （3） 
� = � − ∆��� −  �   （4） 
Manning and Keeling（2006）1）は、[O2]+1.1[CO2]で定義さ
れる大気ポテンシャル酸素（APO）を用いて式（3）を以下の
ように変形し、APO の変化を利用して B 及び O を推定してい
る。 
� = �−0.3� − ∆ ��� − �� 1.1⁄    （5） 
本研究においても海洋の吸収量 O の推定に（5）式を用いた。 









APO の経年変動から差し引くことで、式（5）の Z の項を補正




よび Z を補正済みの APO を式（4）、（5）に代入することに
より、2001–2009 年における海洋及び陸上生物圏による CO2
吸収量はそれぞれ 2.9±0.7、0.8±0.9 GtC/yr と推定された。ま













































Black : Ny-Ålesund (Flask)
Gray  : Ny-Ålesund (Continuous)
Red   : Syowa (Flask)























良い一致を示すことから、 ニーオルスンにおける APO の連続
観測は、海洋生物活動の生産量の評価や、海洋の生態系モデル






















た CO2、CH4、CO の 3 成分同時連続観測装置を開発し、2013








校正は、3 日に 1 度、対象成分を混合した異なる濃度の標準ガ






2015 年 7 月に別メーカーの分析計（Los Gatos Research 社、
図 3.5.4 ニーオルスンで観測された CO2（上）、CH4（中）、CO
（下）濃度の 1 時間平均値の変動。分析計の交換（本文参照）の
前後で、プロットの色を変えている。 





CH4: 0.3 ppb、CO: 1.3 ppb、GCA-30r-EP については、
0.03 ppm、CH4: 0.1 ppb とそれぞれ見積もられ
図 3.5.4 にニーオルスンで観測された CO2




























































































の極小・極大値はそれぞれ 1–3 月、7 月に観測された。一方で、
13C-CH4の季節変動には CH4濃度、D-CH4と比較して位相が
異なっており、極大・極小値はそれぞれ 9–10 月、6 月に観測
された。CH4濃度、13C-CH4、D-CH4の平均的な季節振幅は

























 ニーオルスンで観測された CH4濃度は 2000年までは年々増
加していたが、2000 年から 2005 年までは濃度増加が停滞し、
その後 2006 年から再度増加するという複雑な変動を示した。


























中の濃度を分析する方法で実施されている（Sasakawa et al., 
2013, Umezawa et al., 2012）。本課題では観測データを処理
し、同じ課題内のモデリングサブグループに提供して温室効果
気体の発生源の定量に利用した。 
 スルグート上空では 20 年以上のデータの蓄積がある。例と
してスルグート上空における CO2濃度の時系列を図 3.5.7 に示




がわかる。高度 7km の季節振幅は高度 1km の約半分であり、
CO2は大気中で化学的に安定なので地上で陸上生態系が作り出

















 スルグート上空では 2005 年より SF6濃度の観測も行ってい
る（図 3.5.8）。観測期間中の SF6濃度はいずれの高度におい































と CH4の安定同位体を測定した。サンプリングは 2012 年 4 月
より月に 1 回の頻度で自動大気サンプリング装置（ASE）を日
本航空が運航するボーイング 777-200ER 型機に搭載して行わ
れた。ASE を搭載できる 777-200ER 型機は 2014 年 3 月を最
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後に欧州路線を飛行しなくなったために、2014 年 4 月から
2015 年 9 月までは日本航空の協力を得て観測者が航空機に搭
乗して手動大気サンプリング装置（MSE）を使って同じ頻度で






 図 3.5.10 は圏界面からの温位差（）ごとに分類した空気
塊の CO2濃度、CH4濃度、N2O 濃度、SF6濃度の時系列である












 成層圏の CH4と N2O には化学的な消滅反応があるために対
流圏との濃度差が明確であり、成層圏における鉛直濃度勾配も
















 SF6は N2O と同様に対流圏での寿命が長いので、スルグート
図 3.5.10  2012 年 4 月から 2016 年 1 月にかけて北極域上空の上部対流圏と下部成層圏で観測された CO2濃度、CH4濃度、N2O 濃度、
SF6濃度の時系列。色の違いは圏界面からの温位差（）を表す。実線はそれぞれの温位差のデータに対して FFT と調和関数でフィッテ
ィングした曲線。 












ころ、が 37.5-50 K の下部成層圏大気は 5 月に 22 か月の、
11 月には 9 か月の時間差が存在していることが明らかになっ
た（Sawa et al., 2015）。 
 上部対流圏から下部成層圏で観測された CO 濃度の時系列を
図 3.5.11 に示す。CO 濃度も対流圏と成層圏での差が明瞭であ
るが、CH4濃度や N2O 濃度とは違ってが 25 K 以上の成層
圏における鉛直勾配がほとんどないことがわかる。これは成層




























2012 年から 2015 年の毎年 9 月から 10 月に実施された海洋
地球研究船「みらい」の MR12-E03、MR13-06、MR14-05、
MR15-03 の各航海に担当者が乗船し、研究課題６の参加者と協
力して、海氷面積が 1 年の中で最も縮小する 9 月初めから 10
月初めに、チャクチ海とカナダ海盆域において、温室効果気体
に関わる洋上大気と海洋表層水の航走観測や試料採取を行った。








に極めて大きく変化した。たとえば 2013 年 9 月の観測では、
最低値が 151 µatm だったのに対して、最高値は 532 µatm に
達した。しかし、観測値は概ね 200 µatm から 350 µatm の範
囲にあり、大気の CO2分圧（～385 µatm）に対して未飽和の
状態にあった（図 3.5.12）。水深が 100m より浅いチャクチ海
では、海洋表層の CO2分圧が特に低かった(235±44 µatm)。人




















特に低い層は水深 10m から 20m までに限られており、主に海
氷融解水の流入によって密度成層が形成されていた。それ以深




























1997 年から 2013 年の 17 年間の大気・海洋間 CO2フラック






mmol m–2 day–1）とバレンツ海（>12 mmol m–2 day–1）や、本
研究でも観測を行った夏のチャクチ海（~10 mmol m–2 day–1）


















O2/N2比は、毎年 9 月から 10 月初めの観測期間中に、30–50 per 
meg ほど低下した。これと同期して大気中の CO2濃度の上昇や
図 3.5.12  MR13-06 航海（2014 年 9月）で観測したチャクチ海
とカナダ海盆域の海洋表層の CO2分圧。 
図 3.5.13 北極海における大気・海洋間フラックスの平均分布（1997–2013） 







から求めた APO (Atmospheric Potential Oxygen = δ(O2/N2) 























海洋表層の CH4分圧は、多くの場合 2 µatm 程度の数値を示
し、他の海域と同様に大気中のメタンに対していくらか過飽和
の状態にあった。しかし、アラスカのバロー岬沖、ベーリング
海峡付近、チャクチ海の北部では、それぞれ 6.1 µatm、4.5 µatm、


























図 3.5.15  MR12-E03 航海（2012 年 9～10 月）で観測したチャ
クチ海とカナダ海盆域の海洋表層の CH4分圧 











































































3. 氷床コア・フィルン空気分析による過去 100 年間の 
  温室効果気体の推定 
執筆者：菅原敏、川村賢二 
図 3.5.16  北極 NGRIP フィルン空気を分析して得られたフィ
ルン内の濃度の鉛直分布（♢）とモデルによるシミュレーション
の結果（実線）。 
































図 3.5.17 グリーンランド NGRIP のフィルン空気から推定された
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  この目的のため、従来開放系であった CFA の流路を全て気


















 CFA 分析は、50 cm 長の氷試料を順次積み重ねつつ行うため、
サンプル間の継ぎ目から部屋の空気が混入して試料空気が汚染






































図 3.5.20 CFA による SIGMA コアのメタン濃度分析結果。 























シベリア上空における CO2, CH4, SF6の変動



































































































、O2/N2 および CH4変動 
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 大気中 CO2濃度の直接観測は、1957 年に南極で、
マウナロアで開始された。航空機を用いた上部対流圏での観測




















































































































大の Prof. Taro Takahashi から提供された
出吸収値をそのまま用いた。 























）及び対流圏 700mb と 500mb に



























南北両半球の平均 OH 濃度の比を変えながら大気中 CH3CCl3
の濃度をモデル計算し、その地上および航空機観測結果と比較
した。その結果、観測と整合する南北両半球の OH 濃度の比は
0.97 ± 0.12 であると見積もられた（図 3.5.25）。 
 
図 3.5.25 モデル中の両半球の平均 OH 濃度の比（[北]/[南]、横軸）に
対するモデル計算（中抜き）された両半球の平均 CH3CCl3 濃度の差
（[北]－[南]、縦軸）。観測された南北 CH3CCl3濃度差（塗り潰し）は、
モデル計算における OH 濃度比と得られた南北 CH3CCl3濃度差の関係
直線上（各実線）にプロットされている。これにより観測に基づく最適
な南北 OH 濃度比を得た（点線）。解析には 2004–2011 年の平均値を
用いた。凡例は用いた 4 種の異なる観測を表し、括弧内は CH3CCl3濃
度の南北濃度差の計算に用いた南北両半球の対となるステーションを
表す。GCMD は AGAGE、MEDUSA は NOAA/ESRL による観測で、
HIPPO は航空機観測（30 度より高緯度のデータを使用）である。  
 
CH4インバージョンシステムの開発 
 大気輸送と OH 化学が十分に評価された化学輸送モデル
ACTM（JAMSTEC）を用いて、CH4のインバージョンシステ
ムを開発し、39 サイトの観測値を用いて、陸域 53 地域におけ
る 2002 年から 2012 年の CH4フラックスを推定した（Patra et 
al., 2016）。その結果、全球 CH4放出量は、2002–2004 年と
2010–2012 年の期間において、それぞれ 505–509 Tg yr-1、
524–531 Tg yr-1 となった。12 の亜大陸毎の CH4 放出量を図
3.5.26 に示す。本研究から近年の EDGAR インベントリ
（v4.2FT2010）は、2010 年における全球 CH4放出量を少なく
とも 25 Tg yr-1過大評価していることが示唆された。2004 年か
らの CH4放出の増加は、熱帯域と南半球に起因することが明ら
かとなった。これは、乳牛以外の牛の頭数が 2002 年（10.56
億頭）から 2012 年にかけて約 10%増加したことと一致する
（CH4量にして 10Tgyr-1の増加に相当）。東アジア（主として
中国）の CH4放出量増加は 2002–2006 年から 2008–2012 年に
かけて 7–8 Tg yr-1という結果が得られ、先験値の 17 Tg yr-1か
ら大幅に減少した。 
 
図 3.5.26 インバージョンによって得られた CH4放出量（Tg/領域/年）










































































































































a. Igrim (63N, 64E)
b.  Demyanskoe (60E, 71E)





図 3.5.29  GOSAT 観測データをアンサンブルカルマンフィルタ
（LETKF）で同化後の 2012 年 12 月における月平均地表面二酸化
炭素濃度分布図。 
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Ⅵ.北極海環境変動研究:海氷減少と海洋生態系の変化





















































 2012年 9月から 10月に本事業による海洋
北極航海（MR12-E03）を行った。
洋・ベーリング海を北上、9月 13日にベーリング海峡で行った観測





















165 度～西経 120 度)
 















 本課題において、2013 年に海氷が後退していく 6 月から 7 月に
おいて北海道大学水産学部練習船「おしょろ丸」による北極航海を













クトである Distributed Biological Observatory（DBO）の一環とし


















会セッション及び 6. アウトリーチ （2）主催講演会に記載した。特に、












図 3.6.3  本事業による北海道大学水産学部練習船「おしょろ丸」
2013 年北極航海の Leg.2 における観測地点図。青丸が CTD/採水観
測地点を、ピンク色の線が航跡を示す。カラーの背景は海底地形、
白黒のハッチは 2013 年 7 月 12 日の海氷密接度分布図を示す。 
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 2013 年 5 月に日本が北極評議会のオブザーバー国として認めら
れて以降、これまで以上に北極に関する貢献が求められるようにな
った。例えば、北極評議会の元にある作業部会の一つである




よ う に な っ て き た 。 具 体 的 に は 、 Snow, Water, Ice, and 
Permafrost in the Arctic （ SWIPA ） や Arctic Ocean 
Acidification （AOA）、Adaptation Action for Changing Arctic 

























厚約 1.1m）の 3 倍以上のスピードで海氷減少が起こっていることが













昇）がみられた（図 3.6.5; Itoh et al., 2013、Williams et al., 
2014）。この太平洋夏季水はチャクチ海で日射によって加熱され
（太田修士論文, 2014）、北極海での熱輸送や海氷融解に大きく寄
与している（Itoh et al., 2013, 2015a）。また、近年の夏季の水温上
昇によって、冬季にまで暖かい夏季水の影響が残り、海氷形成が
妨げられている（Itoh et al., 2012）。 
2. 物理・化学環境の変化 
執筆者：西野茂人 
図 3.6.4  2015年 11月 9日に行ったGRENE北極研究事業 海洋生
態系シンポジウム「ここまで分かった海洋生態系の変化」での講演
の様子（上写真）と、ポスター発表・機器展示の様子（下）。 






























































の活性や現存量を増加させることも分かってきた（Uchimiya et al., 
in prep.）。植物プランクトンは生態系の底辺を支える生物であり、
その生産や分布の変化は食物連鎖網を通じて、より高次の生態系
にも影響する（e.g., Yokoi et al., 2016、Matsuno et al., 2015c）。
詳細は後述の第 4～6 項を参照されたい。 
図 3.6.5  (a) 人工衛星より得られた 2009年 9月 5日の表面水温分布
（アラスカ大学フェアバンクス校提供）と太平洋水の流れの模式図、
及び(b) バロー海底谷における海洋表層（40m）の水温の時系列（Itoh 























2012年 7月から 2014年 7月までの期間、初めて係留系観測を行





ブルームが引き起こされることが示唆された（Nishino et al., 
ここでの粒状有機物の主要な構成成分は透明細胞外ポリマー粒子













（Nishino et al., 2016）。一方で、基礎生産は海洋表層の成層の
強さに左右され、2012 年の秋は海氷融解水が表層を占め成層が
強くなり、下層からの栄養塩供給が低下したことにより通常年より基








et al., 2014 の模式図に本事業の様々な研究成果を加筆。
年／2009 年における水深 50m での力学高度（dyn. m; 破線）と硝酸（






Nishino et al., 2011a, 2013）。μmol/kg; カラー）











Nishioka, in prep.）、エアロゾル（Kanna et al., 2014）が挙げら
れる。溶存有機物は、高濃度になるほど陸起源のものが多くなる
（田中修士論文, 2014、Tanaka et al., 2015）。また、有機ヨウ素ガ
スや微量元素であるマンガン、ニッケル、亜鉛、カドミウムも、鉄と同
様に多くは海底から供給され、ブライン水による輸送で海盆域に運
ばれていると考えられる（Ooki et al., 2015、Kondo et al., in 
prep.）。有機ヨウ素ガスはバロー海底谷など水塊の湧昇が起こる海
域で大気に放出され、北極域の対流圏オゾンを触媒的に破壊する

























































































































 底層における Ωの分布 
大陸棚底層でも、炭酸カルシウム未飽和が観測されている。しか





























































年 7月から 2014 年 7 月。 















示された（Yamamoto-Kawai et al., 2016）。 
 
大気中二酸化炭素の増加に伴う影響評価 
得られた Ω の季節変動について、大気中 CO2濃度増加の影響
を見積もった。まず、人為起源 CO2 が無かった産業革命以前の大












  同様に、今後も CO2 濃度が増加した場合についても見積もりを



















































執筆者：平譯 享 藤原 周 鈴木光次 平田貴文 
齊藤誠一 飯田高大 渡邉英嗣 




















図 3.6.12 2006年 8月および 2007年 8月のチャクチ海およびベー
リング海陸棚域における、(a) 植物プランクトンサイズ組成、





































定。(c)、(d) chl-a を 使用したアルゴリズムで推定。上段は





































































 海洋表層に吸収された CO2 が植物プランクトンの光合成によって
有機物として固定され、深層へ輸送される（バイオロジカルポンプ）
速度を推定する上で、新生産は非常に重要なパラメータである。主
図 3.6.14 年間基礎生産量を a) 5μm 以上の植物プランクトンの割合
および c) 海氷に覆われていない期間（日数）の重回帰式として表した際の各従属変数



















定および炭素生物量の算出結果より、細胞濃度で Chaetoceros 属 
（特に、Ch. socialis） が優占 （>50 %） したが、全植物プランクト
ンの炭素生物量では Thalassiosira 属が珪藻生物量に最も寄与し
ていた （p <0.01）。さらに、f 比と Thalassiosira 属の炭素生物量と
の間に有意な正相関 （p <0.05）が見られたことから、新生産に寄
与していた珪藻は Thalassiosira 属であったと考えられた（図
3.6.14）。また、硝酸塩濃度と Thalassiosira 属および Ch. socialis
の相対存在量との間にそれぞれ負および正相関 （p <0.05）があっ
たことから、水柱の成層化が強化されることで、Thalassiosira 属 

































図3.6.15 海氷海洋生態系結合モデル(Arctic NEMURO)の概念図。 
図 3.6.16 海氷海洋生態系結合モデルから計算されたアイスアルジーの年間基礎生産量。(a) 2011 年、(b) 2012 年、(c) 2012 年と 2011 年の差。 






















イオマスに優占する大型カイアシ類 Calanus glacialis （カラヌス・









布を明らかにした（Matsuno et al., 2014a）。2010 年 9–10 月の
「みらい」航海にて、採水した試料をグルタールアルデヒドにて固定















胞（Tsukazaki et al., 2013）および貝毒原因藻である渦鞭毛藻類
Alexandrium tamarense（アレキサンドリウム・タマレンセ）のシスト





ブルームに寄与していると考えられた（Tsukazaki et al., 2013）。
ベーリング海およびチャクチ海における海底堆積物中の貝毒原因
有毒渦鞭毛藻類 A. tamarense のシスト密度調査は本事業が最初
であったが、チャクチ海において既報の世界最高密度でシストが分








執筆者：山口 篤 松野孝平 
図3.6.17 ベーリング海とチャクチ海の海底堆積物中に存在する 
有毒渦鞭毛藻類 Alexandrium tamarense の水平分布。 







ランクトン群集に与える影響を評価した（Yokoi et al., 2016）。 
  2013 年 9 月 10 日～25 日にかけてチャクチ海 1 定点において
16 日間にわたる短期時系列観測を行い、マイクロプランクトン群集
構造の短期変動を明らかにした。マイクロプランクトン群集には珪藻











行い、主要動物プランクトンであるカイアシ類 C. glacialis の消化管
内色素量を測定することにより、カイアシ類による植物プランクトン
群集の摂餌量推定も行った（Matsuno et al., 2015a）。16 日間の
観測期間の間に、動物プランクトン群集に明確な変動はなく、秋季

















アシ類（Neocalanus 属と Eucalanus 属）を対象に、同所的に分布
する植物プランクトンを餌として与え、その同化効率の変動パターン
を飼育実験により明らかにした（Abe et al., 2013）。得られた同化









 現在、海洋生態系モデルの NEMURO のような NPZD モデル
（生物量を計算するモデル）や、PDM（Population Dynamics 























には、動物プランクトンサイズに基づく Normalized Biomass Size 
Spectra（NBSS）を求め、その NBSS 式の傾きを比較する方法が
取られるが、西部北極海での研究例は乏しいのが現状であった。そ
こで 1991、1992、 2007、2008 年の夏季にチャクチ海でおしょろ
丸にて採集された動物プランクトンホルマリン固定試料について、
光学式プランクトンカウンター（Optical Plankton Counter: OPC）
による計測を行い、その NBSS の経年及び水平分布を明らかにし
た（Matsuno et al., 2012b）。クラスター解析の結果、全定点は大
きく 4 つの群集に分けられた。リズバーン半島以南では調査を行っ
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北極海ノースウィンド海底平原の水深 180 m に、
1 年にわたり設置されたセジメントトラップ試料中に出現した動物プ
ランクトンスウィマー（>1 mm 以上）について解析を行い、その群集
構造の季節変化（Matsuno et al., 2014b）と、優占カイアシ類の生
活史解析を行った（Matsuno et al., 2015c）。 
 約 2 週間間隔で得られた試料解析から、動物プランクトン輸送量
は 7 月～10 月に多く、カイアシ類が 18–94%を占め優占していた
ことが明らかになった。クラスター解析の結果、全
分けられた。各グループの出現には明確な季節性があり、結氷下










longa と Paraeuchaeta glacialis
6 月～10 月に初期発育段階の割合が高かった。










になった（Matsuno et al., 2011）。またセジメントトラップ試料解析
により、この太平洋産種は周年を通して北極海に輸送されているこ






 本 事 業 で は 、 実 際 に 北 極 海 で 採 集 さ れ た 太 平 洋 産 種
Neocalanus flemingeri の C6F
ふ化率を観察した（Matsuno et al., 2015b





















は 1 月～5 月に C6F が優占し、
Heterorhabdus 
































































































後に回収し、2 年間の移動追跡を調べた（Yamamoto et al.
2014）。夏（5～8 月）はオホーツク海およびベーリング海南東部で
過ごし、秋（9 月）には多くの個体がベーリング海峡からチャクチ海








































































（Yamamoto et al., 2016）。 
図 3.6.23 ジオロケータを用いた調査からわかったハシボソミズナ
ギドリの分布。(上) 7 月、(下) 9 月。 
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（Sato et al., 2015）。ハシブトウミガラスはクラゲの触手周辺に集ま
っているスケトウダラの稚魚を捕食していた。ゼラチン質のクラゲが
増えると、高次捕食者の行動が変化する可能性がある。





























































鳴音は夏から秋(2012 年: 8 月 4
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とがわかった（Sakai et al., 2012）。 
二つ目に、海氷減少に対する反応は同属種でも異なるだろうと思
われるので、プリビロフ島で繁殖するウミガラスとハシブトウミガラス


























（Watanuki et al., 2015）。ハシボソミズナギドリをジオロケーター
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Ⅶ. 北極海航路の利用可能性評価につながる海氷分布   
の将来予測  
 










3.7.1 に 1980 年代（黒）、1990 年代（青）、2000–2006 年（緑）、
2007–2014 年（赤）の 4 つの期間に対し、総海氷面積に対する
海氷面積変化率（%/day）を示す。2007–2014 年の期間につい

















































図 3.7.1 総海氷面積に対する海氷面積の変化率(%/day)。 
1. 海氷変動をもたらす基礎メカニズム 
執筆者：島田浩二 工藤めぐみ 吉澤枝里 
 
































図 3.7.3 係留系 CP13 地点における海氷厚。赤：
る実測値。音速補正あり。青：AMSR-2 輝度温度データより、













































































 康 田村岳史 平野大輔 柏瀬陽彦 











た（Ito et al., 2015b）。 
この係留観測のもう一つの目的は、下記の
星データによる薄氷厚の推定アルゴリズムの検証をすることで
















































図 3.7.5  AMSR と熱収支計算から見積もった年間積算海氷生産量（海































































































































 川崎高雄 松村義正 




























































































































































64 m の立方体様、水平周期境界。 

















































図 3.7.12 上) 7 月初期値の 3 ヶ月先の予測。黒は観測、赤と緑はそれぞ
れ同化あり無しモデル実験、青は予測。下) 1 月、4 月、7 月、10 月の
それぞれの初期時刻毎に計算した、海氷面積偏差のアノマリー相関（1
ならば予測は完全）。横軸はリードタイム(月)。海氷減少トレンドを含

















第 3 章Ⅶ.研究課題 7  
174 
 









































図 3.7.15 解像度の異なる数値モデルによる海氷域後退の再現性の比較。 
 
 












Advanced Microwave Scanning Radiometer for EOS 
（AMSR-E）および AMSR2 のデータを ADS を通じて取得し
用いた。解析に利用した海氷の情報は、毎日の海氷密接度、海
氷漂流速度、海氷厚で空間分解能はそれぞれ、10 km、60 km、
10 km である。海氷密接度は BootStrap アルゴリズムで計算さ
れたものを、海氷漂流速度は面相関法によって独自に計算した
ものを用いた。得られた漂流速度と海氷上の漂流ブイの動きと
を比較した結果、漂流速度データの平均誤差は 1.4 cm/s であっ
た。この漂流速度の計算アルゴリズムは ADS に移植され、漂
流速度データがリアルタイムで公開されている。また、海氷厚






執筆者：木村詞明 小野 純 
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5 月以降の最新の海氷密接度を計算に加え、6 月末と 7 月末に
も予測の更新を行った。予測手法の改良の結果、2015 年の予測







































































 ULS 実測氷厚と AMSR-E および AMSR2
した結果（図 3.7.21）、AMSR-E では平均二乗誤差（
は 0.66–0.72 m，AMSR2 では 0.67–0.71 m を示した。
以下、9 月から 12 月の時期に限定すると、RMSE
m を示した。 
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置した約 4 m の灯塔をインターバル撮影した画像を用い、着氷
の成長と気象の関係について調べた。着氷断面積の増加量は
����� � ��� の増加とともに単調に増加する結果となった（図






















































































図 3.7.27 氷中航行能力と航路。氷中航行能力を海氷密接度 30％とし
た場合。 
 






















図 3.7.29 2014 年 10-11 月の耐氷船の実際の航路と最適航路の比較 
 
 次に、気候モデル MIROC5 の予測シナリオ RCP4.5 と










MIROC5 の予測海氷域面積は、図 3.7.31 に示すように観測の







図 3.7.30 MIROC5-RCP8.5 による予測氷況を用いた、北極海航路通
過航行の日数変化。 
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示すパラメータである Ice Index4) を取り上げ、これと船速の
関係を仮定して、航路上の氷況変化に応じて算出した（表 3.7.1）。
航路上の氷況は、JAXA による 10km 格子の日平均海氷密接度
より 2013～2014 年期間の 15 日平均を、その他のパラメータ













Ice-Index Ice strengthened ship of PC7(1A) Icebreaking LNG 
carrier (PC4,Arc7) 





V=0.25*IceIndex+10 0<ID≦18 Icebreaker escorting under constant speed of 10knots. 









によってコスト削減が実現できる（Otsuka et al., 2016a）。










































































図 3.7.32 砕氷 LNG 船によるヤマル LNG 輸送。各月の-1, -2 は、
それぞれ上半期、下半期を表す。 



































































*3 Twenty-feet Equivalent Unit。コンテナ船の積載能力を、標準的な
20 フィートコンテナの個数で表したもの。 
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・実施期間：2012 年 9 月 3 日～10 月 17 日 














9 月 4 日：八戸港   
9 月 13 日、10 月 4 日：ベーリング
10 月 5～6 日：アラスカ州ノーム
10 月 16 日：八戸港 
10 月 17 日：関根浜港  
・航海名： 
  2012 年度 GRENE 北極気候変動研究事業
海洋地球研究船「みらい」北極航海
・首席研究者： 




海洋研究開発機構 1 名 気象研究所
名 東京大学大気海洋研究所
京海洋大学 2 名 富山大学
1 名 国立極地研究所（東大大気海洋研
・「みらい」搭載型係留系の回収と




















計 29 名の乗船があった。 
1 名 北海道大学 10


















  （課題 6：担当－海洋研究開発機構）  
①CTD/採水観測により、水温、塩分、溶存酸素、栄養塩、
炭酸系物質、及びクロロフィル a 調査。  
②航路上で、船舶搭載 ADCP 観測、表層海水連続観測（水
温、塩分、溶存酸素、クロロフィル a、pCO2、全炭酸の
測定）、XCTD 観測、測深 （シービーム）、一般気象観測。 
③インマルサット、イリジウム通信回線を用いて気象デー
タ、予報データ、海氷データを取得し、現場観測に利用。 
④バロー海底谷で 3 系の係留系の回収 （BCW-10, BCC-10, 









































③研究用海水から約 3 時間毎にハロカーボン濃度を測定。 
④約 6 時間毎に大気サンプリング （キャニスター及び冷却
トラップ）を行い、船上及び陸上実験室でハロカーボン濃
度を測定。 







  （課題 6：担当－東京大学大気海洋研究所） 





















































































MR12-E03 GRENE 北極航海  
  2012 年 9 月 4 日–2012 年 10 月 17 日   
  チャクチ海、ベーリング海、北太平洋 
MR12-02 航海 2012 年 6 月 3 日–2012 年 7 月 12 日  
 北太平洋 
MR13-06 北極航海 2013 年 8 月 28 日–2013 年 10 月 21 日 
 太平洋側北極海、ベーリング海、北太平洋みらい 
MR13-04 航海 2013 年 7 月 10 日–2012 年 7 月 29 日 
 北太平洋 
MR14-05 北極航海 2014 年 8 月 27 日–2014 年 10 月 10 日
 太平洋側北極海、ベーリング海、北太平洋 






2012 年 9 月 10 日、低気圧とそこからのうねりに遭遇
MR12-E03 GRENE 北極航海（写真：菊地隆） 
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・契約：カナダ海洋漁業省（Department of Fisheries and 
Oceans Canada : DFO） 




（Canadian Coast Guard：CCG）所属 
「ルイ・サン＝ローラン号」 
  （Louis S. St-Laurent：LSSL 号） 
「ローリエ号 」 
  （Sir Wilfrid Laurier：S.W.L 号） 
 
・庸船区間と航海日数 
カナダ海盆（LSSL 号）とチャクチ海（S.W.L 号）  
2012 年 LSSL 号：3 日  S.W.L 号：0.5 日  
2013 年 LSSL 号：4 日  S.W.L 号：1 日 
2014 年 LSSL 号：4 日  S.W.L 号：1 日 
2015 年 LSSL 号：2 日  
※北西航路部分についても課題乗船枠確保を基盤契約と
ともに進めた。  
    
          
 
 






・利用課題：課題 6、課題 7 
図：2012 年から 2015 年の LSSL 号の航跡図 








2014 年 LSSL 号乗船（写真：田中康弘・星野聖太） 








 1)カナダ海盆横断観測用係留系（LSSL 号用） 
 ・整備機関：国立極地研究所 
    ウッズホール海洋研究所（Woods Hole 
   Oceanographic Institution：WHOI） 
 ・製作内容：鉛直連続観測係留系 2 系（右図） 
 （自動昇降式水温円分流速計を搭載） 
 ・実施状況： 
2012 年度に WHOI と製作、設置回収作業に関する MOU
を締結し、利用開始。以後、毎年航海時の作業について契
約更新。2013年度～2015年度は4）係留系実施一覧参照。 








GAM-1 75°59.9965'N, 160°10.0083'W 
GAM-2 77° 0.0166'N, 170°0.0132'W 
2014年設置（LSSL:2015年に回収） 
GAM-1 76°00.145'N, 160°08.749'W 






































    「みらい」搭載型係留系構成図 
 上左) BCH-12-2   上右) BCH-12w-2 





2012 年度~2015 年 設置、回収。（詳細は 4）を参照） 
・利用課題：課題 6 
・観測項目 




③ プランクトンの鉛直分布時系列データ  
 （多周波数音響式プロファイラー） 
④ クロロフィルa及び濁度時系列データ 




   バロー海底谷（BCH） 
2012年：SCH-12 67° 42.35’ N, 168°49.52’ W 
     SCH-12W 67° 43.09’ N, 168°50.01’ W 
     BCH-12  71° 19.64’ N, 157°39.69’ W 
     BCH-12W 71° 20.46’ N, 157°36.45’ W 
     SCH-12-2  68° 02.00’ N, 168°50.03’ W 
     SCH-12W-2 68° 03.01’ N, 168°50.00’ W 
     BCH-12-2  71° 19.63’ N, 157°39.67’ W 
     BCH-12W-2 71° 20.49’ N, 157°36.36’ W 
 
2013年：SCH-13  68° 02.00’ N, 168°50.03’ W 
     SCH-13W 68° 03.01’ N, 168°50.00’ W 
     BCH-13  71° 18.92’ N, 157°08.80’ W 
 
2014年：SCH-14  68° 02.00’ N, 168°50.04’ W 
  SCH-14W  68° 02.98’ N, 168°50.01’ W 
  BCH-14 71° 19.76’ N, 157°36.01’ W 




 2011 年度：観測機器の購入及び整備 
 2012 年度~2015 年 設置、回収。（詳細は 4）を参照） 






⑤AZFP によるプランクトン動態（課題 6） 
⑥海棲哺乳類（クジラ等）の音響モニタリング（課題 6） 
 ・設置場所：カナダ海盆西部からマカロフ海盆（課題 7） 
     韓国砕氷船アラオン号（課題負担）を利用し
    て 2012 年設置、2013 年回収。 
  74°59.534'N, 175°51.659'E 
     チャクチ海ホープ岬沖、バロー海底谷（課題6） 
      2014年、「みらい」搭載型に統合して設置 
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2011 年 購入・整備 
2012 年 設置（LSSL 号）：GAM1、2 
2013 年 回収（LSSL 号）：WHOI で整備 
2014 年 再設置（LSSL 号）：GAM1、2 
2015 年 回収（1 系 Araon 号、1 系 LSSL 号秋季航海で
 WHOI が回収） 
 
共通基盤 
2011 年 購入・整備 
2012 年 課題 7 設置（アラオン号） 
2013 年 課題 7 回収（アラオン号） 









2011 年 購入・整備 
2012 年 設置（S.W.L 号）・回収（みらい）：SCH-12、
 12w/BCH-12、12w 
     再設置：（みらい）：SCH-12-2、12-2w/BCH-12-2、
 12-2w 
2013 年 回収（S.W.L 号）：SCH-12-2、12-2w 
    再設置（S.W.L 号）：BCH-13（13w を結合） 
     回収（みらい）：BCH-12-2、12-2w 
2014 年 回収（S.W.L 号）： SCH-13、13w/BCH-13 
       （13w 統合） 
     再設置（S.W.L 号）：SCH-14、14w/BCH-14、14w 


















2012 年 7 月、2013 年 7 月、2014 年 7 月 
LSSL 号利用 











2012 年 7 月～8 月：北西航路区間海氷観測 
    （セントジョンズ~クグルクツク） 
        8 月～9 月：カナダ海盆、（課題 7-3 参照） 
2013 年 7 月～8 月：北西航路区間海氷観測 
    （セントジョンズ~クグルクツク） 
        8 月～9 月：カナダ海盆、（課題 7-3 参照） 
2014 年 9 月～10 月：カナダ海盆（課題 7-3 参照） 























2012 年 7 月～ 9 月：カナダ海盆 
2013 年 8 月～ 9 月：カナダ海盆 
2014 年 9 月～10 月：カナダ海盆 
2015 年 8 月～10 月：カナダ海盆 
（実施項目） 
①カナダ海盆横断観測用基盤係留系 2 系設置・回収  








・Work Horse ADCP（600kHz）、Sea Bird SBE19 CTD、
































  ADCP、係留式 CTD・CT、水温ロガー 
 
（４）成果 
 海氷面積最小の記録を更新した 2012 年のデータや前後過去
6 年間で最も厚い氷況を捉えることができるなど、衛星観測で
はわからない海氷自体の物理・化学的解析を進めることができ

















係を調べた（Tsujii et al., 2016）。またバロー沖の係留観測デー
タからも、海氷の消長に伴う物理・化学・生物に関する変化が
見られることが分かった。研究成果の詳細については、第 3 章・






























2012 年 8 月 LSSL 号での WHOI 型係留系設置作業（写真：舘山一孝） 
2012 年 8 月カナダ海盆での氷上観測作業（写真：小野純） 
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（Frequency Modulated Continuous Wave） Radar for 
Cloud Observations - Arctic）は、千葉大学で設計開発され
運用されている雲レーダーFALCON-Ⅰを改良発展させた装
置で、高い感度と空間分解能を備えているのが特徴である。
FALCON-A は直径 1mのパラボラアンテナ 2台で構成され、
一方から 95GHz の電波を放射し、雲で反射した電波をもう
一方のアンテナで受信する。この FALCON-A は、十数か国







2012 年度：製作・開発、FALCON-A の完成、テスト観測 
2013 年度：テスト観測・校正、梱包、現地への運搬・設置、 
       テスト観測・校正、定常観測開始、調整、データ
   解析 
  2014 年度：定常観測、機器調整、データ解析、集中観測 
 2015 年度：集中観測、定常観測、データ解析 
 













② Fog Monitor （FM120; 東大・小池）、 Meteorological 
Particle Spectrometer （MPS; 東大・小池）、 Cloud 
Particle Microscope （CPM; 山梨大・小林） などの in 
situ 観測 による雲粒子データと FALCON-A データ
の比較研究による雲微物理解析 





送信出力 約 1W 
観測高度 15km（通常時） 
高度分解能 48m（最小 9m） 
ビーム幅 0.2度（15m at 5km） 
ドップラ速度幅 ±3.16m/s（通常時） 
時間間隔 10秒毎に 1データ（最小 1秒） 
図4.4.1 ノルウェー スバールバル諸島ニーオルスンの国立極地研究
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図 4.4.3  2013 年 9 月 16 日に ニーオルスンで観測されたうろこ雲の
ケールの強度図）。下の 2 段は、Micro-Pulse Lidar 
④ Micro Pulse Lidar (MPL)、Polarization MPL (PMPL)





FALCON-A によって 2013年9月 16日に観測されたうろ
こ雲の様子を 図 4.4.3 に示す。FALCON-
と、高度 4–6 km にある雲は、4–5 km の下層と
上層の雲が異なった構造を示していることがわかる。上層の
雲は、厚さ 1 km 程度で、時間軸で 数分の持続時間で見え

























 5–6 km の




















 1–5 km に雲があることがわか
ー速度の図で、雲は -0.5 m/s で、
(右)の図は ドップラースペ
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 図 4.4.4 は、FALCON-A での雲のドップラ
る。下段が 強度図で、高度 1–5 km に雲があることがわかる。
上段(左)の図はドップラー速度の図で、雲は 
くりと下降している。上段(右)の図はドップラ
ップで、縦軸が高度 0–15 km、 横軸はドップラ





2）FM120, MPS と FALCON-A の比較観測結果
 大気課題グループ（研究課題 3）の小池真（東大）
した、粒径カウンター FM120 とのデータ比較を行った。
FM120 は雲粒子直径 2–50μm の粒径分布を測定できる装置
で、FALCON-A が設置されているニーオルスンの日本基地か
ら 2.5 km 離れた、ツェッペリン山の頂上に設置され、













 レーダー反射因子 dBZ は粒径の 6 乗の積算であり、大きい
雲粒子の寄与が大きい。従って 50μm 以上の粒径の測定が不
可欠である。小池らは、2014年10月より粒子直径
図 4.4.5 粒径カウンター FM120 は、FALCON
離れたツェッペリン山頂(高度約 450m)に設置された。
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図4.4.7  2013年9月の FALCON-A 定常観測開始以降で、地球観測衛星



















より 10–20 dB 
 50 μm までの雲






3） FALCON-A と CloudSAT 




から 2 km 程度以内を通過した際の
イント中心を示している。CloudSAT 





 dBZ の比較。有効半径が 
 0–5 
 FALCON-A の dBZ が 10 
 CloudSAT 
、右図は南行 (Descending 
A が位置していて、赤丸の半径は 500 m 








 数 km 以内を 16日に一度、
4.4.7. は 2013 年 9 月の 
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図 4.4.8  2013 年 11 月 14 日の CloudSAT 通過時の
とのデータ比較。この時のデータ点間の距離は
CloudSAT のフットプリントに FALCON-A が入っている。左下図
の強度の高度プロファイルを見ると、CloudSAT 





図4.4.9 2014年4月23日の CloudSAT 通過時の
のデータ比較。この時のデータ点間の距離は 約
CloudSAT のフットプリントは FALCON-A から大きく離れてい
る。FALCON-A のレーダー反射因子強度 dBZ の高度
下図）を見ると、3 層の雲があることがわかる。 




図 4.4.8 は CloudSAT のデータ中心が FALCON
544 m であった 2013 年 11 月 14 日の両者のデータを比較し
たものである。dBZ のプロファイル比較を見ると、























図 4.4.10 2014 年 12 月 12 日の
段) のデータ比較。 
 FALCON-A と
 3 km であり、
-時間図（右







  図 4.4.9 は 2014年 4月23日の
のデ ー タ 比較で ある 。この 通 過 では




ァイルを比較すると、高度 1 km 
ぞれの強度がよく一致しているが、高度
FALCON-A の強度の方が 5 dB 
の強度 dBZ の高度-時間図（右下図





4） MPL、PMPL と FALCON
















 FALCON-A と CloudSAT 
 CloudSAT は 
5 分前に通過した MODIS 
ー反射因子強度 dBZ プロフ
および 5 km の雲は、それ
 3–4 km の雲は 
程度強い。また、FALCON-A 
）を見ると、3 層の雲が見
 5 km） の層は空間・時
 3–4 km の








































構想・推進：特任准教授 矢吹裕伯（2011 年 8 月～） 
構築・運営：特任技術専門員 川本温子（2011 年 11 月～2013
年 1 月） 
構築・運営：特任研究員 杉村剛（2013 年 4 月～） 
























 ADS では極域の衛星データの利用推進を目的として JAXA
と「地球観測衛星データ利用実証及びデータ処理技術開発に関
する基本協定」を締結し、JAXA－EORCよりALOSやALOS2、























































































（Global Change Master Directory
DIF 形式の format を持つ。これらのメタデータは国際的なメ
タデータ交換ツール OAI-PMH2
タ交換ツールである GI-CAT を通じてアクセスが可能である。
 ADS では、国際的には WMO
（Global Cryosphere Watch）とのメタデータの連携をはじめ
























では 2015 年 10 月より研究
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メタデータ検索システム「極」 
  KIWA（Key service for InterWorking Arctic data
 「極（KIWA）」は、ADS に登録されている多種多様なデー
タの検索・閲覧・ダウンロード機能を担う Web
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・NCEP reanalysis data （NCEP1） 
・地表面気温、長波放射量、短波放射量、降水量、海面気圧、
相対湿度、水蒸気量、風速 
・Climate research Unit （CRU3.2.1） 
・月平均気温、月平均降水量、雲量、水蒸気圧
・ELSE （Ensemble Land State Estimator
data （Kim et al., 2009）1） 
・2m 気温、降水量、積雪量、水蒸気量、下向き短波放射、下
向き長波放射、10m 高風速、海面気圧 












）: Offline forcing 







実施された GTMIP（GRENE-TEA Model Inter comparison 
Project）のモデル強制力データの

























 現在、下記の 4 サイトのデータで気象観測データのリアルタ
イムモニターを開始した。 
＊ ウッドバファロー：Wood Buffalo National Park on 
Canada （60°09'03" N, 113°38'17" W, 270m a.s.l
＊ SIGMA-A：northwest Greenland ice sheet 
67°38’W, 1,490 m a.s.l.） 
＊ SIGMA-B：northwest Greenland （
950 m a.s.l.） 
＊ SIGMA-D ：northwest Greenland ice sheet 
59°07’W, 2,100 m a.s.l.） 
 
北極域気象観測リアルタイムモニターの実装





























































































































1 野沢（モデル） 0 0 0 0 2 2 0 0
2 杉本（陸域） 16 4 29 5 1 0 1 1
3 浮田（大気） 0 0 0 1 0 0 0 0
4 榎本（雪氷） 8 8 15 15 41 16 0 0
5 青木（温室効果気体） 0 0 7 6 4 0 0 0
6 菊地（海洋生態系） 6 6 2 0 15 1※1 0 0
7-1 山口（海洋・海氷） 1 1 17 9 0 0 2 0
7-2 羽角（海洋・海氷） 1 1 5 4 3 3 0 0
7-3 島田（海洋・海氷） 0 0 3 3 3 3 0 0
2 2 1 1 0 0 0 0





















































0 0 2 2
0 0 47 10
0 0 0 1
0 0 64 39
0 0 11 6
0 0 23 7
0 0 20 10
0 0 9 8
0 0 6 6
0 0 3 3
0 0 178 84
課題別合計（5年）H23年度
この事から実際に研究に利用
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2014 年 6 月 30 日–.  南極・北極科学館, 立川
2014 年 9 月 20–22 日. 雪氷研究大会,  八戸
2014 年 10 月 17 日. 情報・システム研究機構シンポジウム
2014,  一ツ橋. 
2014年10月28–30日.日露北極研究ワークショップ
2014 年 11 月 17 日. 北極海航路の利用実現に向けて
2014 年 12 月 2–5 日. 極域科学シンポジウム




2015 年 4 月 27–30 日. ASSW2015, 富山. 
2015 年 5 月 24–28 日. JPGU2015, 幕張. 
2015 年 9 月 13–16 日.  雪氷研究大会, 松本
2015 年 11 月 6 日. 特別セミナー「北極海航路の持続的実現
に向けて」, 品川.  
2015 年 11 月 9 日. 海洋生態系シンポジウム「ここまで分か
った海洋生態系の変化」, 品川.  
2015 年 11 月 18–19 日. 極域科学シンポジウム
 
本事業主催以外の講演 














, 市ヶ谷.  
, 品川.  
,  立川. 
, 紋別.  
, 品川. 
. 
,  立川. 
64 回 CAVE 研究
, 静岡.  
, 立川.  
2014年 11月 28日. 北極域データアーカイブの取組と海洋学
分野への応用, 海洋学会若手武者修行セミナー
2015 年 2 月 20 日. 北極域データアーカイブによるデータ解
析・可視化サービスの開発
ナー，札幌.  




2015 年 3 月 25 日. 北極域データアーカイブによるデータ解
析・可視化サービスの開発
ー（札幌事業所） , 札幌
2015 年 7 月 3 日.参加機関の取り組み・国立極地研究所中間
報告,ジャパンリンクセンター
実験プロジェクト中間報告会




1）Kim, H., Yeh, P. J. F. Oki, T., 
the seasonal variations of terrestrial water storage over 





























 研究データへの DOI 登録
, 東京.  
の紹介, GODI 本社, 横浜. 
Kanae, S., 2009. Role of rivers in 
 17402. 




































2013 年度（第二世代 ES） 26,000 ノード時間積 21 名 
2014 年度（第二世代 ES） 23,830 ノード時間積 29 名 
2015 年度（第三世代 ES）762,400 ノード時間積* 26 名 
 
注 
* 2015 年度より ES のシステムが更新され、1 ノードあたりのピーク性
能が約 30％になっており、システム全体のピーク性能は、ノード数の








第 4 章  JCAR 事務局 
（１）概要 
北極環境研究コンソーシアム Japan Consortium for Arctic 
Environmental Research（以下 JCAR と呼ぶ）
降毎年開催してきた日本地球惑星科学連合大会での「北極域の































































































年 3月 31日現在） 
 


















































（Arctic Science Summit Week：ASSW）2015の日本への招致
は JCAR が推奨し、日本学術会議国際対応分科会国際北極科
学委員会（IASC：International Arctic Science Committee）小





務局の活動が始動するまで、JCAR 事務局が ASSW2015 事務
局を担当し準備を進めた。 
2013 年 7 月に開催された第 1 回組織委員会で開催都市を富
山市とする事、開催期間は 2015 年 4 月 23 日～30 日とする事、
及び会場を決定した。 
ASSW2015 では、関連団体の business meeting のほか、
IASC 設立 25 周年記念式典、北極科学研究の 10 年計画を策定
する 10 年に 1 度の会議、第 3 回国際北極研究計画会議
（ICARPⅢ）、日本主導で実施してきた国際北極研究シンポ
ジウム（ISAR）の第 4 回シンポジウムが併せて開催された。
その準備に際し、計 5 回の ASSW2015 組織委員会、6 回の
ISAR-4 関連会合および IASC 事務局とのミーティングが開催
され、ASSW2015 事務局として活動した。また、富山県と富
山市からの助成、日本学術会議との共同開催にも尽力し、
ASSW2015 は JCAR を含めた 4 機関の共催、文部科学省、外
務省を含めた 11 機関の後援を得て開催された。また、Peter 
Wadhams 氏からの提案と橋渡しで、高円宮妃殿下に
ASSW2015の名誉総裁にお成り頂いた。 
 大会には、世界 26 の国と地域から 708 名が参加し、参加者
の数は過去最高となった。会期中には 13 件の IASC 関連会合、
17 件のサイドミーティング、及び 27 件の ISAR-4/ICARPⅢセ
ッションが開催され、合計 511 件（口頭発表が 340 件、ポス
ター発表が 177 件）の発表が行われた。ASSW2015 は大盛会





会の最後には、ICARPⅢの Steering group が中心となって作







ISAR-3 は、2013 年 1月 14日～17日、日本科学未来館で開
催された。主催は日本学術会議地球惑星科学委員会国際対応分
科会 IASC 小委員会と JCAR、共催は国立極地研究所、海洋研
究開発機構、北海道大学グローバル COE プログラム「総合フ
ィールド環境科学の教育拠点形成」、アラスカ大学国際北極圏
研究センターであった。16 の国から約 270 名が参加した。7
件の一般セッションと 6 件の特別セッションが設けられ、口
頭 101件、ポスター129件の発表が行われた。また、優れた若





 第 4 回国際北極研究シンポジウム（ISAR-4）については上
記 2）を参照。 
 





れてきた。2011 年からは JCAR の研究交流 WG がその運営を
担っている。毎年代表コンビーナを決めて申請を行い、数人の
サブコンビーナが補助した。50–80 人の参加があり、約 20 件
の口頭発表と 10数件のポスター発表がある。 









答を行った。2015 年度は今後の JCAR 体制の方向性について
など説明し質疑応答を行った。また、若手研究者派遣支援事業
にて平成 26 年度アメリカの IARC に派遣された Nuerasimu-
guli Alimasi研究員から、活動について報告をいただいた。 




5） 極域シンポジウムの共催  






























pdf ファイルを JCAR と国際北極環境研究センターのウェブサ















の 6 つの作業委員会（Working 
Group）の一つである、Arctic 




（ Snow, Water, Ice and 
Permafrost in the Arctic）は、
北極の雪氷寒冷圏のアセスメン
トを行って報告書を多数発行している。そのうちの一つ










 第 2 期情報・コミュニケーション WG により、コミュニケ
ーションの活性化を目的とし、ニュースレターの制作が決定さ
れ、2015 年 3 月に第 1 号を発行した。JCAR の活動報告や、
北極に関連する会合の参加報告などを主に WG が構成と編集
を担当している。2015 年 7 月には第 2 号が発行された。ニュ














国際的には、IPY2007/2008 時に IASC のバックアップによ







WG 協力の元、APECS Japan 設立に向けての活動が開始され、
2015 年にソフィア大学（ブルガリア、ソフィア）において開
かれた APECS World Summit 2015 へ代表 1 名を派遣した。
日本独特の研究環境に起因する問題はまだ山積しているが、学
会イベントや、ASSW への派遣など、今後も人材育成検討















































































①NIPR-Office in IARC（NIPR-Office） 
実施機関：国立極地研究所国際北極環境研究センター 
協力機関：アラスカ大学フェアバンクス校国際北極圏研 
 センタ （ーIARC：International Arctic Research Center） 
所在地：アメリカ・アラスカ州フェアバンクス市 
整備内容：2014 年 7 月から IARC との契約により IARC 内
に 4 つの執務ブースを借用。IRAC に滞在する日本人研究
者へオフィススペースとして提供した。 
 




整備内容：IARC 管理下にあるフェアバンクス市内のソフィ  























  各回別 
 申請数 採択数 不採択数 
第 1 回公募 3 2 1 
第 2 回公募 9 6 3 
第 3 回公募 4 4 0 
合  計 16 12 4 
 
 
  国別 
 申請数 採択数 不採択数 
アメリカ 12 8 4 
カナダ 4 4 0 






④ サポート制度の整備  
 派遣支援者の現地（アラスカ）での活動支援のため、IARC
に所属する日本人研究者の協力を得た。 
    申請期間    審査結果通知日 
第 1 回公募 平成 26 年 5 月中旬 平成 26 年 6 月 6 日 
第 2 回公募      7 月上旬      8 月 8 日 














 利用実績：8 件 504 人日 






 利用実績 ：15 件 358 人日 










（CAFF：Conservation of Arctic Flora and 
Fauna） 
 開催地：ケンブリッジベイ（カナダ） 
2014 年 8 月  1 名  
・ AC 北極圏監視評価プログラム作業部会（AMAP：Arctic 
Monitoring and Assessment Programme） 
    開催地：ホワイトホース（カナダ） 
 2014 年 9 月  3 名  
・ Arctic Circle 
 開催地：レイキャビック（アイスランド） 
  2014 年 10 月 1 名  
・ Arctic Biodiversity Congress（CAFF 主催） 
  開催地：トロンハイム（ノルウェー） 




















GRENE 北極気候変動研究事業は、本年 3 月末をもって終了
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大石龍太 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大気海洋研究所）特任研究員  
廣田渚郎 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大気海洋研究所）特任研究員  
Alexandre Laine 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大気海洋研究所）特任研究員  
新田友子 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大気海洋研究所）特任研究員 2014 年 6 月まで 




浅野汐里 情報・システム研究機構国立極地研究所（岡山大学大学院自然科学研究科）技術補佐員 2016 年 1 月まで 
西 雄貴 情報・システム研究機構国立極地研究所（岡山大学大学院自然科学研究科）技術補佐員 
藤原 昴 情報・システム研究機構国立極地研究所（岡山大学大学院自然科学研究科）技術補佐員 
 
研究課題 2 環北極陸域システムの変動と気候への影響 
◎杉本敦子 北海道大学大学院地球環境科学研究院 教授 
佐々木正史 北見工業大学工学部機械工学科 教授 
石川 守 北海道大学大学院地球環境科学研究院 准教授 
山崎 剛  東北大学大学院理学研究科 准教授 
太田岳史 名古屋大学大学院生命農学研究科 教授 
檜山哲哉 名古屋大学地球水循環研究センター 教授 
大澤 晃 京都大学大学院農学研究科 教授 
伊勢武史 京都大学フィールド科学教育研究センター 准教授 
松浦陽次郎 森林総合研究所国際連携推進拠点国際森林情報推進室 室長 
内田昌男 国立環境研究所環境計測研究センター 主任研究員 
鈴木力英 海洋研究開発機構地球表層物質循環研究分野 分野長 
飯島慈裕 海洋研究開発機構北極環境変動総合研究センター 主任研究員 
斉藤和之 海洋研究開発機構統合的気候変動予測研究分野 主任研究員 
朴 昊澤 海洋研究開発機構北極環境変動総合研究センター 主任研究員 
内田雅己 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 准教授 
鄭 峻介 情報・システム研究機構国立極地研究所（北海道大学大学院地球環境科学研究院）特任研究員  
森 淳子 情報・システム研究機構国立極地研究所（海洋研究開発機構横浜研究所）特任研究員  
上田哲大 情報・システム研究機構国立極地研究所（海洋研究開発機構横須賀本部）特任研究員 2012 年 11 月まで 
宮崎 真 情報・システム研究機構国立極地研究所（海洋研究開発機構横浜研究所）特任研究員 2015 年 3 月まで 
星野悠美 情報・システム研究機構国立極地研究所（北海道大学大学院地球環境科学研究院）技術補佐員 
工藤英恵 情報・システム研究機構国立極地研究所（北海道大学大学院地球環境科学研究院）技術補佐員 2015 年 11 月まで 
碓井 円 情報・システム研究機構国立極地研究所（北海道大学大学院地球環境科学研究院）技術補佐員 2015 年 6 月まで 
荒木田葉月 情報・システム研究機構国立極地研究所（兵庫県立大学）技術補佐員 2013 年 10 月まで 
三橋亜紀 情報・システム研究機構国立極地研究所（兵庫県立大学）技術補佐員 2014 年 3 月まで 
池上香苗 情報・システム研究機構国立極地研究所（京都大学フィールド科学教育研究センター）技術補佐員 2015 年 3 月まで 







研究課題 3 北極温暖化のメカニズムと全球気候への影響：大気プロセスの包括的研究   
◎浮田甚郎 新潟大学大学院自然科学系 教授 
佐藤友徳 北海道大学大学院地球環境科学研究院 准教授 
田中 博 筑波大学計算科学研究センター 教授 
鷹野敏明 千葉大学大学院工学研究科 教授 
佐藤正樹 東京大学大気海洋研究所 教授 
佐藤 薫 東京大学大学院理学系研究科 教授 2014 年 3 月まで 
小池 真 東京大学大学院理学系研究科 准教授 
本田明治 新潟大学大学院自然科学系 准教授 
柴田 隆 名古屋大学大学院環境学研究科 教授 
立花義裕 三重大学大学院生物資源学研究科 教授 
岡本 創 九州大学応用力学研究所 教授 
三好勉信 九州大学大学院理学研究院 准教授 
大淵 済 海洋研究開発機構アプリケーションラボ 主任技術研究員 
中村卓司 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 教授 2014 年 3 月まで 
近藤 豊 情報・システム研究機構国立極地研究所 特任教授 
塩原匡貴 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 准教授 
小川泰信 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 准教授 
冨川喜弘 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 准教授 
中村 哲 情報・システム研究機構国立極地研究所（北海道大学大学院地球環境科学研究院）特任研究員   
山﨑孝治 情報・システム研究機構国立極地研究所（北海道大学大学院地球環境科学研究院）特任研究員  
寺崎康児 情報・システム研究機構国立極地研究所（筑波大学計算科学研究センター）特任研究員 2013 年 7 月まで 
Martin David Irwin 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大学院理学系研究科 ）特任研究員 2014 年 5 月まで     
Puna Ram Sinha 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大学院理学系研究科）特任研究員 2015 年 11 月まで 
Ram Kirpa 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大学院理学系研究科）特任研究員 2013 年 1 月まで 
岩本勉之 情報・システム研究機構国立極地研究所（新潟大学大学院自然科学系） 特任研究員 2015 年 8 月まで 
林 一宏 情報・システム研究機構国立極地研究所 特任技術専門員 2015 年 8 月まで 
池川慎一 情報・システム研究機構国立極地研究所（北海道大学大学院地球環境科学研究院）技術補佐員 2014 年 3 月まで 
木下武也 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大学院理学系研究科 ）技術補佐員 2012 年 9 月まで 
安藤雄太 情報・システム研究機構国立極地研究所（三重大学大学院生物資源学研究科）技術補佐員 
相澤拓郎 情報・システム研究機構国立極地研究所（筑波大学計算科学研究センター）技術補佐員 
余川真純 情報・システム研究機構国立極地研究所 技術補佐員 2015 年 7 月まで 
三井智子 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大学院理学系研究科 ）事務補佐員 2015 年 10 月まで 
紺田和子 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大学院理学系研究科 ）事務補佐員 2013 年 9 月まで 
上野絹代 情報・システム研究機構国立極地研究所（新潟大学大学院自然科学系）事務補佐員 
 
研究課題 4 地球温暖化における北極圏の積雪・氷河・氷床の役割 
◎榎本浩之 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 教授 
亀田貴雄 北見工業大学工学部 教授 
白川龍生 北見工業大学工学部 准教授 
Ralf Greve 北海道大学低温科学研究所 教授 
杉山 慎 北海道大学低温科学研究所 准教授 
古屋正人 北海道大学大学院理学研究院 准教授 
的場澄人 北海道大学低温科学研究所 助教 
飯塚芳徳 北海道大学低温科学研究所 助教 
澤柿教伸 北海道大学大学院地球環境科学研究院 助教 
Hakime Seddik 北海道大学低温科学研究所 研究員 
竹内 望 千葉大学大学院理学研究科 教授 
平林由希子 東京大学大学院工学系研究科 准教授 
杉浦幸之助 富山大学極東地域研究センター 准教授 
谷川朋範 宇宙航空研究開発機構地球観測研究センター 研究員 
堀 雅裕 宇宙航空研究開発機構地球観測研究センター 研究員 
山口 悟 防災科学技術研究所雪氷防災研究センター 主任研究員 
坪井誠司 海洋研究開発機構地球情報基盤センター グループリーダー 
鈴木和良 海洋研究開発機構地球表層物質循環研究分野 主任技術研究員 
門田 勤 海洋研究開発機構地球表層物質循環研究分野 研究技術専任スタッフ 2015 年 5 月まで 
紺屋恵子 海洋研究開発機構地球表層物質循環研究分野 研究員 
齋藤冬樹 海洋研究開発機構統合的気候変動予測研究分野 技術研究員 
青木輝夫 気象庁気象研究所物理気象研究部 室長 
本山秀明 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 教授 
東久美子 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 教授 
平沢尚彦 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 助教 
金尾政紀 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 准教授 
三浦英樹 情報・システム研究機構国立極地研究所 准教授 
菅沼悠介 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 助教 
大畑哲夫 情報・システム研究機構国立極地研究所国際北極環境研究センター 特任教授 
矢吹裕伯 情報・システム研究機構国立極地研究所国際北極環境研究センター 特任准教授 




津滝 俊 情報・システム研究機構国立極地研究所（北海道大学低温科学研究所）特任研究員  
佐藤篤司 情報・システム研究機構国立極地研究所（防災科学技術研究所雪氷防災研究センター）特任研究員  
奥野淳一 情報・システム研究機構国立極地研究所（海洋研究開発機構）特任研究員 2015 年 1 月まで 
張  勇 情報・システム研究機構国立極地研究所 特任研究員  
永塚尚子 情報・システム研究機構国立極地研究所 特任研究員  
塚川佳美 情報・システム研究機構国立極地研究所 特任技術専門員  
渡邊美香 情報・システム研究機構国立極地研究所（北海道大学低温科学研究所）技術補佐員 
清水幸子 情報・システム研究機構国立極地研究所 技術補佐員 2014 年 3 月まで 
 
研究課題 5 北極域における温室効果気体の循環とその気候応答の解明 
◎青木周司 東北大学大学院理学研究科 教授 
吉川久幸 北海道大学大学院地球環境科学研究院 教授 
森本真司 東北大学大学院理学研究科 教授 
中澤高清 東北大学大学院理学研究科 客員教授 
菅原 敏 宮城教育大学教育学部 教授 
豊田 栄 東京工業大学大学院総合理工学研究科 准教授 
中村俊夫 名古屋大学年代測定総合研究センター 教授 
峰島知芳 国際基督教大学教養学部アーツ・サイエンス学科 准教授 
遠嶋康徳 国立環境研究所地球環境研究センター 主席研究員 
町田敏暢 国立環境研究所地球環境研究センター 室長 
Shamil Maksyutov 国立環境研究所地球環境研究センター 室長 
笹川基樹 国立環境研究所地球環境研究センター 主任研究員 
伊藤昭彦 国立環境研究所地球環境研究センター 主任研究員 
村山昌平 産業技術総合研究所環境管理技術研究部門 グループ長 
田口彰一 産業技術総合研究所環境管理技術研究部門 上級主任研究員 
石戸谷重之 産業技術総合研究所環境管理技術研究部門 主任研究員 
Prabir Patra 海洋研究開発機構地球表層物質循環分野 主任研究員 
石島健太郎 海洋研究開発機構地球表層物質循環分野 研究員 
内田 裕 海洋研究開発機構地球環境観測研究開発センター 主任技術研究員 
八代 尚 理化学研究所計算科学研究機構 特別研究員 
松枝秀和 気象庁気象研究所海洋•地球化学研究部 室長 
澤 庸介 気象庁気象研究所海洋•地球化学研究部 主任研究官 
坪井一寛 気象庁気象研究所海洋•地球化学研究部 主任研究官 
丹羽洋介 気象庁気象研究所海洋•地球化学研究部 研究官 
石井雅男 気象庁気象研究所海洋•地球化学研究部 室長 
笹野大輔 気象庁気象研究所海洋•地球化学研究部 研究官 
小杉如央 気象庁気象研究所海洋•地球化学研究部 研究官 
緑川 貴 気象庁気象研究所海洋•地球化学研究部 研究官 
眞木貴史 気象庁気象研究所環境•応用気象研究部 室長 
川村賢二 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 准教授 
後藤大輔 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 助教 
Dmitry Belikov 情報・システム研究機構国立極地研究所（国立環境研究所地球環境研究センター）特任研究員  
Arindam Ghosh 情報・システム研究機構国立極地研究所（海洋研究開発機構地球環境変動領域）特任研究員 2014 年 10 月まで 
弓場彬江 情報・システム研究機構国立極地研究所（東北大学大学院理学研究科大気海洋変動観測研究センター）特任研究員 2015 年 4 月
まで 
奈良英樹 情報・システム研究機構国立極地研究所（東北大学大学院理学研究科大気海洋変動観測研究センター）特任研究員 2014 年 3 月
まで 
Ravi Kumar Kunchala 情報・システム研究機構国立極地研究所（海洋研究開発機構地球環境変動領域）特任研究員  
北村享太郎 情報・システム研究機構国立極地研究所 特任技術専門員 2015 年 11 月まで 
藤井彩子 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京工業大学大学院 総合理工学研究科）技術補佐員 2014 年 5 月まで 
 
研究課題 6 北極海環境変動研究：海氷減少と海洋生態系の変化 
◎菊地 隆 海洋研究開発機構北極環境変動総合研究センター 北極環境変動総合研究センター長代理 
鈴木光次 北海道大学大学院地球環境科学研究院 准教授 
山下洋平 北海道大学大学院地球環境科学研究院 准教授 
平田貴文 北海道大学大学院地球環境科学研究院 特任助教 
西岡 純 北海道大学低温科学研究所環オホーツク観測研究センター 准教授 
岸 道郎 北海道大学大学院水産科学研究院 教授 2014 年 3 月まで 
齊藤誠一 北海道大学大学院水産科学研究院 教授 
綿貫 豊 北海道大学大学院水産科学研究院 教授 
桜井泰憲 北海道大学大学院水産科学研究院 特任教授 
久万健志 北海道大学大学院水産科学研究院 特任教授 
平譯 享 北海道大学大学院水産科学研究院 准教授 
上野洋路 北海道大学大学院水産科学研究院 准教授 
大木淳之 北海道大学大学院水産科学研究院 准教授 
山口 篤 北海道大学大学院水産科学研究院 准教授 
三谷曜子 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 准教授 
永田 俊 東京大学大気海洋研究所 教授 
小畑 元 東京大学大気海洋研究所 准教授 




浜崎恒二 東京大学大気海洋研究所 准教授 
福田秀樹 東京大学大気海洋研究所 国際沿岸海洋研究センター 助教 
神田穣太 東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科 教授 
川合美千代 東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科 准教授 
甘糟和男 東京海洋大学先端科学技術研究センター 助教 
張  勁 富山大学大学院理工学研究部 教授 
服部 寛 東海大学生物学部海洋生物科学科 教授 
石田明生 常葉大学社会環境学部 教授 
原田尚美 海洋研究開発機構地球環境観測研究開発センター 研究開発センター長代理 
伊東素代 海洋研究開発機構北極環境変動総合研究センター 技術研究員 
西野茂人 海洋研究開発機構北極環境変動総合研究センター 主任技術研究員 
村田昌彦 海洋研究開発機構地球環境観測研究開発センター グループリーダ  ー
青山道夫 海洋研究開発機構地球環境観測研究開発センター 招聘上席技術研究員 
喜多村 稔 海洋研究開発機構地球環境観測研究開発センター 技術研究員 
高橋晃周 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 准教授 
渡辺佑基 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 准教授 
國分亙彦 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 助教 
飯田高大 情報・システム研究機構国立極地研究所 生物圏研究グループ 助教 2015 年 3 月まで 
松野孝平 情報・システム研究機構国立極地研究所（北海道大学大学院水産科学研究院）特任研究員   
中野渡拓也 情報・システム研究機構国立極地研究所（北海道大学低温科学研究所）特任研究員 
内宮万里央 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大気海洋研究所）特任研究員  
近藤能子 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大気海洋研究所）特任研究員 2015 年 2 月まで 
藤原 周 情報・システム研究機構国立極地研究所（北海道大学大学院水産科学研究院）特任研究員 2015 年 3 月まで 
山本誉士 情報・システム研究機構国立極地研究所（北海道大学大学院水産科学研究院）特任研究員 2015 年 3 月まで 
佐々木裕子 情報・システム研究機構国立極地研究所（北海道大学大学院水産科学研究院）特任研究員 2015 年 11 月まで 
 
研究課題 7 北極海航路の利用可能性評価につながる海氷分布の将来予測 
◎島田浩二 東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科 准教授 
  
 研究サブ課題 7-1 北極航路利用のための海氷予測および航行支援システムの構築 
 ○山口 一 東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授  
尾関俊浩 北海道教育大学札幌校 教授 
澤村淳司 大阪大学大学院工学研究科 助教 
金野祥久 工学院大学工学部 准教授 
高木敏幸 釧路工業高等専門学校 教授 
安達 聖 防災科学技術研究所雪氷防災研究センタ  ー
北川弘光 シップ・アンド・オーシャン財団 特別研究員 
大塚夏彦 北日本港湾コンサルタント（株） 企画部長 
佐川玄輝 （株）ウェザーニューズ 氷海気象チーム チームリーダ  ー
木村詞明 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大学院新領域創成科学研究科）特任研究員 
Liyanarachchi Waruna Arampath De Silva 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大学院新領域創成科学研究科）特任研究
員 2016 年 2 月まで 
小野 純 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大学院新領域創成科学研究科）特任研究員 2014 年 8 月まで 
 亀井麻子 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大学院新領域創成科学研究科）事務補佐員 
 
 研究サブ課題 7-2 北極海氷海洋システムの基本構造と変動に関する観測モデリング融合研究 
 ○羽角博康 東京大学大気海洋研究所 教授 
大島慶一郎 北海道大学低温科学研究所 教授 
深町 康 北海道大学低温科学研究所 准教授 
松村義正 北海道大学低温科学研究所 助教 
野村大樹 北海道大学低温科学研究所 日本学術振興会特別研究員 2013 年 8 月まで 
二橋創平 苫小牧工業高等専門学校 准教授 
田中幸夫 海洋研究開発機構気候変動リスク情報創生プロジェクト ユニットリーダ  ー
建部洋晶 海洋研究開発機構統合的気候変動予測研究分野 主任技術研究員 
渡邉英嗣 海洋研究開発機構北極環境変動総合研究センター 研究員 
石井正好 気象庁気象研究所気候研究部 主任研究官 
田村岳史 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 助教 
柏瀬陽彦 情報・システム研究機構国立極地研究所（北海道大学低温科学研究所）特任研究員 
川崎高雄 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大気海洋研究所）特任研究員 
野津雅人 情報・システム研究機構国立極地研究所（海洋研究開発機構横浜研究所）特任研究員 2015 年 3 月まで 
平野大輔 情報・システム研究機構国立極地研究所 特任研究員 
清水大輔 情報・システム研究機構国立極地研究所（北海道大学低温科学研究所）特任研究員 2013 年 8 月まで 
北川暁子 情報・システム研究機構国立極地研究所（北海道大学低温科学研究所）特任技術専門員 2013 年 9 月まで 
北嶋裕子 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京大学大気海洋研究所）技術補佐員  
 
 研究サブ課題 7-3 北極海における海洋変動と急激な海氷減少メカニズムの解明 
 ○島田浩二 東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科 准教授 
舘山一孝 北見工業大学工学部 准教授 
溝端浩平 東京海洋大学海洋科学部 助教 2014 年 3 月まで 




野村久美子 情報・システム研究機構国立極地研究所（東京海洋大学）事務補佐員 2014 年 3 月まで 
  
（3）運営会議委員 
五十嵐保 リモート・センシング技術センター 特任主任研究員 
池田元美 北海道大学 名誉教授 
泉山 耕 北日本港湾コンサルタント株式会社 上席研究員 
井上 元 名古屋大学太陽地球環境研究所 客員教授 
今岡啓治 山口大学大学情報機構メディア基盤センター 准教授 2012 年 7 月から 
神沢 博 名古屋大学大学院環境学研究科 教授 
神田啓史 情報・システム研究機構国立極地研究所 特任教授 2013 年 3 月まで 
鬼頭昭雄 筑波大学生命環境系 主幹研究員 
高橋修平 北海道立オホーツク流氷科学センタ― 所長 
中村卓司 情報・システム研究機構国立極地研究所 副所長、教授 
中村 尚 東京大学先端科学技術研究センター 教授 
福地光男 北海道大学 特任教授、東京オフィス所長 
藤井理行 情報・システム研究機構国立極地研究所国際北極環境研究センター 特任教授（プロジェクトマネージャ代理） 
深澤理郎 海洋研究開発機構 執行役（サブプロジェクトマネージャ） 
藤吉康志 北海道大学低温科学研究所 特任教授 
増澤武弘 静岡大学理学部 特任教授 2013 年 4 月から 
安成哲三 名古屋大学地球水循環研究センター  特任教授 2013 年 3 月まで 
山内 恭 情報・システム研究機構国立極地研究所 特任教授（プロジェクトマネージャ） 
和田智明 神戸市立青少年科学館 館長 
 
（4）研究基盤 ADS 
矢吹裕伯 情報・システム研究機構国立極地研究所国際北極環境研究センター 特任准教授  
杉村  剛 情報・システム研究機構国立極地研究所 特任研究員 
照井健志 情報・システム研究機構国立極地研究所 特任研究員  
川本温子 情報・システム研究機構国立極地研究所 特任技術専門員 2013 年 1 月まで 
 
（5）研究基盤 雲レーダ  ー
鷹野敏明 千葉大学大学院工学研究科 教授 
塩原匡貴 情報・システム研究機構国立極地研究所／総合研究大学院大学 准教授 
 
（6）連携コーディネータ  ー
高田久美子 情報・システム研究機構国立極地研究所（国立環境研究所地球環境研究センター）特任研究員  
 
（7）JCAR 事務局 
兒玉裕二 情報・システム研究機構国立極地研究所国際北極環境研究センター 特任准教授（事務局長） 
井上 康 情報・システム研究機構国立極地研究所 特任専門員 

















北海道教育大学   
東北大学大学院理学研究科   
宮城教育大学教育学部   
筑波大学計算科学研究センター   
千葉大学大学院工学研究科 




東京大学大学院新領域創成科学研究科   
東京海洋大学 
東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科  
東京工業大学   
東京農工大学工学部   
東海大学生物学部   
工学院大学総合研究所   
国際基督教大学   
新潟大学自然科学系   
常葉大学 







京都大学フィールド科学教育研究センター   
大阪大学大学院工学研究科   















国立環境研究所環境計測研究センター   
防災科学技術研究所雪氷防災研究センター 
防災科学技術研究所  
森林総合研究所国際連携推進拠点・国際森林情報推進室   
産業技術総合研究所環境管理技術研究部門   












北日本港湾コンサルタント株式会社   
  株式会社ウェザーニューズ 
  
（NPO） 
  NPO 法人雪氷ネットワーク
 
3. 国際共同研究機関  
本事業で情報・システム研究機構国立極地研究所と協定を締結した海外の機関。    
アラスカ大学国際北極圏研究センター（IARC : International Arctic Research Center, University of Alaska Fairbanks） 
ウッズホール海洋研究所（WHOI : Woods Hole Oceanographic Institution） 
カナダ水産海洋省（DFO : Department of Fisheries and Oceans CANADA） 
ノルウェー極地研究所（NPI: Norwegian Polar Institute） 
ロシア科学アカデミーシベリア支部北方圏生物問題研究所（IBPC : Institute for Biological Problems of Cryolithozone of Siberian Branch, 
Russian academy of sciences） 




































Australian Antarctic Division：日本学術振興会海外特別研究員 
Cambustion Limited：  
Indian Institute of Technology Bhubaneswar：  








Alexandra Popova, 北海道大学大学院環境科学院地球圏科学専攻, 2012. Nitrogen budget and dynamics of taiga forest ecosystem in north 
eastern Siberia （東シベリアタイガ林生態系の窒素収支と動態）. ② 
上田哲大, 北海道大学大学院環境科学院地球圏科学専攻, 2012. Isotopic study on the sources of atmospheric water vapor of taiga forest in 
eastern Siberia（水安定同位体比を用いた東シベリアタイガ林の大気水蒸気の起源に関する研究）. ② 
柏瀬陽彦, 北海道大学大学院環境科学院, 2014. Effect of ice-ocean albedo feedback on summer retreat of Arctic sea ice cover（北極海の海氷融
解期における海氷－海洋アルベドフィードバック効果）. ⑦ 
榊原大貴, 北海道大学環境科学院雪氷寒冷圏コース, 2016. Ice front variations and velocity changes of calving glaciers in the Southern 
Patagonia Icefield and northwestern Greenland（南パタゴニア氷原およびグリーンランド北西部におけるカービング氷河の末端変動と
流動変化）. ④ 
漢那直也, 北海道大学大学院環境科学院地球圏科学専攻, 2015. Iron supply processes associated with sea ice and their roles in stimulating 
phytoplankton growth in the Sea of Okhotsk（海氷がオホーツク海の鉄供給及び植物プランクトンの増殖に果たす役割の解明）. ⑥ 
佐々木裕子, 北海道大学大学院水産科学院海洋生物資源科学, 2013. Geo-spatial variability in cetacean habitat distribution in the 
northwestern subarctic Pacific, Bering Sea and Chukchi Sea（北西太平洋亜寒帯域およびベーリング海・チャクチ海における鯨類の空
間分布様式） ⑥ 
島田利元, 千葉大学大学院理学研究科地球生命圏科学専攻, 2016. 衛星データを用いたグリーンランド氷床裸氷域および暗色域の時空間変化に
関する研究. ④ 
田中聡太, 千葉大学大学院理学研究科地球生命圏科学専攻, 2016. 北極およびアジア山岳氷河における雪氷藻類群集の季節変化と経年変化に関
する研究. ④ 
鄭 峻介, 北海道大学大学院環境科学院地球圏科学専攻, 2012. Study on radial growth and carbon isotope ratio of larch in taiga of 




De Silva, Liyanarachchi Waruna Arampath, 東京大学大学院工学系研究科・システム創成学専攻, 2013, Ice-ocean coupled computations for 
the sea ice prediction to support ice navigation in the Arctic Ocean（北極海での氷中航行支援のための海氷変動予測を目指した海氷／海
洋連成計算）. ⑦ 
夏池真史, 北海道大学大学院水産科学院海洋生物資源科学, 2013. 北太平洋温帯域から寒帯域における麻痺性貝毒原因渦鞭毛藻 Alexandrium 
tamarense の生理生態学的研究 ⑥ 
松野孝平, 北海道大学大学院水産科学院海洋生物資源科学, 2012. Spatial and temporal changes in plankton community in the western Arctic 
Ocean（西部北極海におけるプランクトン群集の時空間変動に関する研究） ⑥ 
山田洋輔, 東京大学大学院理学系生物科学, 2014. Dynamics and bacterial control of organic aggregates in marine environments （海洋環境
における有機凝集体の動態と細菌による制御）. ⑥ 
吉澤枝里, 東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科, 2016. 北極海の海氷分布予測に必要な海洋構造変動と海氷ラフティングの推定法. ⑦ 
梁 茂厂, 北海道大学大学院環境科学院地球圏科学専攻, 2012. Controlling factors on larch growth in taiga-tundra boundary ecosystem in 
northeastern Siberia （北東シベリアタイガ-ツンドラ境界生態系のカラマツの成長量規定因子に関する研究）. ② 
 
修士 
安藤雄太, 三重大学大学院生物資源学研究科, 2014. Abnormal winter weather in Japan during 2012 controlled by large-scale atmospheric 
and small-scale oceanic phenomena （大気循環と日本海が影響を与えた 2012 年冬の異常気象）. ③ 
石橋大輔, 工学院大学大学院工学研究科機械工学専攻, 2015. 船舶と単独氷塊との衝突に関する安全性の評価手法の提案.⑦ 
岩原由佳, 北海道大学大学院水産科学院水圏生物化学専攻, 2013. Distribution of baleen whales in the northern Bering and the Chukchi Seas.
（ベーリング海北部およびチュクチ海におけるヒゲクジラ類の分布について）. ⑥ 
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7. 観測活動一覧  
本事業のために野外観測や現地調査を行った地域。 日付は原則として出発日から帰国日までを含む。 
東シベリアタイガ‐ツンドラ境界生態系観測  2015 年 6 月 30 日 － 2015 年 8 月 21 日 ヤクーツク、チョクルダ 
    2015 年 5 月 7 日  － 2015 年 6 月 19 日 ヤクーツク 
    2015 年 4 月 9 日  － 2015 年 4 月 22 日 チョクルダ 
    2014 年 6 月 24 日 － 2014 年 8 月 8 日 ヤクーツク、チョクルダ 
    2014 年 4 月 12 日 － 2014 年 4 月 31 日 ヤクーツク、チョクルダ、コダック 
    2013 年 10 月 21 日 － 2013 年 11 月 3 日 ヤクーツク、チョクルダ、コダック 
    2013 年 6 月 6 日  － 2013 年 8 月 9 日 ヤクーツク、チョクルダ、コダック 
    2012 年 7 月 3 日  － 2012 年 7 月 25 日 ヤクーツク、チョクルダ 
東シベリア ツンドラ観測  2012 年 6 月 2 日  － 2012 年 6 月 9 日 ティクシ 
中央シベリア森林センサス  2013 年 8 月 1 日  － 2013 年 8 月 15 日 トゥラ 
    2012 年 8 月 19 日 － 2012 年 8 月 29 日 トゥラ 
カナダ北西準州森林センサス  2015 年 9 月 9 日  － 2015 年 9 月 25 日 ウッドバッファロー国立公園 
    2014 年 9 月 24 日 － 2014 年 10 月 2 日 ウッドバッファロー国立公園 
    2012 年 9 月 2 日  － 2012 年 10 月 5 日 ウッドバッファロー国立公園 
カナダ北西準州トランセクト森林センサス 2014 年 8 月 26 日 － 2014 年 9 月 7 日 イヌビーク 
    2014 年 6 月 5 日  － 2014 年 6 月 12 日 ウッドバッファロー国立公園 
    2013 年 9 月 1 日  － 2013 年 10 月 12 日 イヌビーク－ノーマンウェルズ－フォートプロヴ
        ィデンス－フォートスミス 
    2012 年 7 月 28 日 － 2012 年 8 月 7 日 イヌビーク周辺 
アラスカ内陸部森林センサス  2015 年 9 月 15 日 － 2015 年 9 月 26 日 カリブポーカークリーク 
    2015 年 7 月 12 日 － 2015 年 7 月 24 日 カリブポーカークリーク 
    2014 年 9 月 18 日 － 2014 年 9 月 28 日 カリブポーカークリーク 
    2014 年 7 月 27 日 － 2014 年 8 月 8 日 カリブポーカークリーク 
    2013 年 8 月 26 日 － 2013 年 9 月 7 日 カリブポーカークリーク 
    2012 年 7 月 23 日 － 2012 年 8 月 5 日 カリブポーカークリーク 
    2012 年 7 月 16 日 － 2012 年 7 月 25 日  カリブポーカークリーク 
フェノスカンジナヴィア森林センサス 2015 年 8 月 4 日  － 2015 年 8 月 12 日 ヒウマ島、ユミンダ半島（エストニア） 
    2015 年 5 月 24 日 － 2015 年 6 月 7 日 ヴァリオ（フィンランド） 
    2014 年 6 月 13 日 － 2014 年 7 月 1 日 ヴァリオ、ヨエンスー、ヌルメス（フィンランド）、
        ヒウマ島、サーレマ島、（エストニア） 
    2014 年 3 月 9 日  － 2014 年 3 月 21 日 ヨエンスー（フィンランド） 
    2013 年 9 月 8 日  － 2013 年 9 月 22 日 ヨエンスー（フィンランド） 
    2013 年 6 月 12 日 － 2013 年 7 月 1 日 ヒュッティアラ、ヨエンスー（フィンランド）、
        マエタグセ（エストニア） 
    2013 年 6 月 2 日   － 2013 年 6 月 9 日 ヴァリオ（フィンランド） 
    2012 年 10 月 10 日 － 2012 年 10 月 22 日 ヒュッティアラ、ヨエンスー（フィンランド）、
        カリーナ（エストニア） 
    2012 年 8 月 26 日 － 2012 年 9 月 2 日 ヨエンスー（フィンランド） 
スバールバル（極砂漠生態系）調査  2015 年 7 月 15 日 － 2015 年 8 月 26 日 ニーオルスン 
    2014 年 7 月 1 日   － 2014 年 8 月 7 日 ニーオルスン 
    2013 年 7 月 1 日   － 2013 年 8 月 12 日 ニーオルスン 
    2013 年 6 月 18 日 － 2013 年 7 月 6 日 ニーオルスン 
    2012 年 6 月 20 日 － 2012 年 8 月 18 日 ニーオルスン 
永久凍土温度測定および活動層計測 （カナダ北部）2015 年 3 月 16 日 － 2015 年 3 月 17 日 タクトヤクタック 
    2013 年 4 月 2 日  － 2013 年 5 月 1 日 永久凍土帯 11 ヶ所 
    2013 年 3 月 10 日 － 2013 年 3 月 30 日 カナダ－アメリカ国境 
永久凍土温度測定および活動層計測 （アラスカ）2015 年 1 月 14 日  － 2015 年 1 月 19 日 フェアバンクス近郊 
永久凍土温度測定および活動層計測（シベリア） 2014 年 1 月 20 日 － 2014 年 3 月 30 日 サハ共和国を中心とした東シベリア 
アラスカ湖沼メタン・湖底堆積物観測 2014 年 7 月 6 日  － 2014 年 7 月 17 日 フェアバンクス郊外、ノーススロープ 
    2013 年 8 月 11 日 － 2013 年 8 月 18 日 フェアバンクス郊外、デナリハイウェイ沿い湖沼群 
    2013 年 3 月 17 日 － 2013 年 3 月 31 日 フェアバンクス、ワイズマン、パクソン 
    2012 年 8 月 25 日 － 2012 年 9 月 14 日  フェアバンクス、ワイズマン、パクソン 
アラスカ積雪調査   2012 年 12 月 3 日 － 2012 年 12 月 10 日 ポーカーフラット、フェアバンクス 
永久凍土帯における火災状況に関する調査（シベリア）2012 年 8 月 14 日 － 2014 年 8 月 22 日 ヤクーツク周辺 
ニーオルスン雲エアロゾル放射総合観測 2015 年 3 月 29 日 － 2015 年 4 月 25 日 ニーオルスン 
    2014 年 6 月 21 日 － 2014 年 7 月 18 日 ニーオルスン 




北極域ブラックカーボン連続観測（スバールバル） 2012 年 4 月       － 2016 年 3 月 ニーオルスン 
北極域ブラックカーボン連続観測（アラスカ） 2012 年 8 月       － 2016 年 3 月 バロー  
ブラックカーボン観測（日本）  2014 年 1 月 22 日  －  2014 年 1 月 23 日 福井県 
    2013 年 12 月 18 日 － 2013 年 12 月 19 日 福井県 
    2013 年 11 月 25 日 － 2013 年 11 月 29 日 沖縄県 
    2013 年 2 月 27 日  － 2013 年 3 月 1 日 沖縄県 
アジアモンスーンのための高層気象観測 2013 年 1 月 8 日  － 2013 年 1 月 18 日 新潟県 
雲微物理連続観測   2013 年 11 月      － 2016 年 3 月 ニーオルスン 
雲レーダー通年観測   2013 年 9 月       － 2016 年 3 月 ニーオルスン 
グリーンランド・カナック地域  2015 年 6 月 28 日 － 2015 年 8 月 8 日  カナック 
         における氷床・氷帽・氷河観測 2014 年 6 月 25 日 － 2014 年 8 月 9 日 カナック、ボードイン氷河 
    2014 年 4 月 28 日 － 2014 年 6 月 9 日 カナック    
    2013 年 6 月 24 日 － 2013 年 8 月 10 日 カナック    
    2012 年 7 月 9 日   － 2012 年 8 月 10 日 カナック 
北極圏の積雪の役割解明に関する雪氷観測 2015 年 8 月 15 日 － 2015 年 8 月 21 日 ポーカーフラット 
（アラスカ縦断観測）   2014 年 3 月 9 日   － 2014 年 3 月 16 日 アンカレッジ－フェアバンクス 
    2014 年 3 月 2 日   － 2014 年 3 月 12 日 アンカレッジ－フェアバンクス－プルドーベイ 
    2013 年 2 月 24 日 － 2013 年 3 月 2 日 アンカレッジ－フェアバンクス 
    2014 年 11 月 6 日 － 2014 年 11 月 12 日 ポーカーフラット 
北極圏の積雪の役割解明に関する雪氷観測 2015 年 3 月 26 日 － 2015 年 3 月 31 日 ヤクーツク 
（シベリア）   2014 年 10 月 31 日 － 2014 年 11 月 4 日 ヤクーツク 
    2014 年 7 月 11 日 － 2014 年 7 月 17 日 ヤクーツク 
    2014 年 1 月 9 日   － 2014 年 1 月 13 日 ヤクーツク 
    2013 年 10 月 3 日 － 2013 年 10 月 7 日 ヤクーツク 
    2012 年 10 月 8 日 － 2012 年 10 月 14 日 ヤクーツク 
    2012 年 3 月   オイミヤコン 
    2012 年 3 月   ミールヌイ 
北極圏の積雪の役割解明に関する雪氷観測 2014 年 6 月 7 日   － 2014 年 6 月 15 日 ケボ 
（フィンランド）   2013 年 10 月 14 日 － 2013 年 10 月 22 日 ケボ－ソダンキュラ－ヘルシンキ 
    2013 年 3 月 10 日  － 2013 年 3 月 18 日 ケボ 
    2012 年 6 月 2 日  － 2012 年 6 月 7 日 ケボ 
東シベリア・スンタルハヤタ氷河観測 2014 年 7 月 15 日  － 2014 年 8 月 17 日 スンタルハヤタ 
    2013 年 7 月 9 日   － 2013 年 8 月 28 日 スンタルハヤタ 
    2012 年 6 月 26 日  － 2012 年 9 月 7 日 スンタルハヤタ 
みらい MR15-03 北極海温室効果気体観測 2015 年 8 月 20 日  － 2015 年 10 月 9 日 北極海、バロー沖、ベーリング海 
みらい MR14-05 北極海温室効果気体観測 2014 年 8 月 27 日  － 2014 年 10 月 10 日 北極海、バロー沖、ベーリング海 
みらい MR13-06 北極海温室効果気体観測 2013 年 8 月 24 日  － 2013 年 10 月 9 日 北極海、バロー沖、ベーリング海 
みらい MR12-E03 北極海温室効果気体観測 2012 年 9 月 3 日  － 2012 年 10 月 17 日 北極海、バロー沖、ベーリング海 
地上基地を用いた温室効果気体および   
  関連気体濃度・同位体観測（スバールバル） 2011 年 11 月   － 2016 年 3 月 ニーオルスン 
         （カナダ） 2011 年 11 月   － 2016 年 3 月 チャーチル 
       （日本）   2012 年 5 月    － 2015 年 11 月 北海道 
航空機による対流圏及び下部成層圏の 2014 年 4 月       － 2015 年 9 月（18 回） シベリアおよび北極域上空 
                温室効果気体観測 
セントジョージ島における海鳥調査  2015 年 7 月 9 日   － 2015 年 8 月 19 日 ベーリング海 
                   2014 年 7 月 13 日  － 2014 年 8 月 18 日 ベーリング海   
    2013 年 7 月 15 日  － 2013 年 8 月 30 日 ベーリング海 
みらい MR15-03 北極航海  2015 年 8 月 24 日  － 2015 年 10 月 22 日 太平洋側北極海、ベーリング海、北太平洋 
みらい MR14-05 北極航海  2014 年 8 月 27 日  － 2014 年 10 月 10 日 太平洋側北極海、ベーリング海、北太平洋 
みらい MR13-04 航海   2013 年 7 月 10 日  － 2012 年 7 月 29 日 北太平洋 
みらい MR13-06 北極航海  2013 年 8 月 25 日  － 2013 年 10 月 21 日 太平洋側北極海、ベーリング海、北太平洋 
みらい MR12-02 航海   2012 年 6 月 3 日   － 2012 年 7 月 12 日 北太平洋 
みらい MR12-E03 北極航海  2012 年 9 月 3 日   － 2012 年 10 月 17 日 チャクチ海、ベーリング海、北太平洋 
ルイ・サン＝ローラン号北極海観測航海 2015 年 9 月 16 日  － 2015 年 10 月 20 日 北極海カナダ海盆 
アムンゼン号北極海観測航海  2014 年 9 月 6 日   － 2014 年 9 月 27 日 太平洋側北極海 
ローリエ号による係留系設置作業  2014 年 7 月 8 日   － 2014 年 7 月 27 日 チャクチ海、ベーリング海 
    2013 年 7 月 8 日   － 2013 年 7 月 28 日 チャクチ海、ベーリング海 
    2012 年 7 月 3 日   － 2012 年 7 月 25 日 チャクチ海、ベーリング海 
おしょろ丸観測航海   2013 年 6 月 11 日  － 2013 年 8 月 8 日 チャクチ海、ベーリング海、北太平洋 
白鳳丸 KH-14-3 次航海 南北縦断 断面観測 2014 年 6 月 23 日  － 2014 年 8 月 11 日 北太平洋亜熱帯からベーリング海、 チャクチ海 
アラスカチャクチ海バロー沖係留観測 2015 年 8 月 3 日   － 2015 年 8 月 16 日 チャクチ海バロー沖 
    2014 年 7 月 29 日  － 2014 年 8 月 9 日 チャクチ海バロー沖 
    2013 年 7 月 28 日  － 2013 年 8 月 11 日 チャクチ海バロー沖 
    2012 年 7 月 30 日  － 2012 年 8 月 8 日 チャクチ海バロー沖 
ルイ・サン＝ローラン号カナダ海盆観測航海 2015 年 8 月       － 10 月  ボーフォート海 
      2014 年 9 月 17 日  － 2014 年 10 月 18 日 ボーフォート海 
    2013 年 7 月 31 日   － 2013 年 9 月 6 日 ボーフォート海 
    2012 年 8 月 2 日   － 2012 年 9 月 10 日 ボーフォート海 
ルイ・サン＝ローラン号北西航路観測航海 2013 年 7 月 14 日  － 2013 年 8 月 3 日 ラブラドル海、バフィン湾、北極海 




「そうや」による海水飛沫着氷・海氷海洋観測 2015 年 2 月 10 日  － 2015 年 2 月 19 日 日本海北部、オホーツク海 
    2014 年 2 月 11 日  － 2014 年 2 月 19 日 日本海北部、オホーツク海 
    2013 年 2 月 24 日  － 2013 年 3 月 1 日 日本海北部、オホーツク海 
    2012 年 2 月 10 日  － 2012 年 2 月 16 日 日本海北部、オホーツク海 
サロマ湖海氷目視観測   2012 年 2 月 18 日  － 2012 年 2 月 27 日 北海道 
アラオン号 カナダ海盆マカロフ海盆観測 2015 年 7 月 12 日  － 2015 年 9 月 25 日 太平洋側北極海 
    2014 年 7 月 28 日  － 2014 年 8 月 29 日 太平洋側北極海 
    2013 年 8 月 19 日  － 2013 年 9 月 12 日 太平洋側北極海 
    2012 年 8 月 1 日   － 2012 年 9 月 10 日 太平洋側北極海 
「しらせ」海水飛沫着氷観測  2015 年 12 月 3 日  － 2016 年 3 月 26 日 南大洋インド洋区 
    2014 年 11 月 30 日 － 2015 年 3 月 8 日 南大洋インド洋区 
    2013 年 11 月 27 日 － 2014 年 3 月 15 日 南大洋インド洋区 
    2012 年 12 月 1 日  － 2013 年 3 月 17 日 南大洋インド洋区 
電気伝導度水温計センサー検定試験 （日本） 2016 年 2 月 19 日  － 2016 年 2 月 21 日 北海道 















・北極観測センター副センター長 岡本拓也 （H23.7～H24.6） 
 阿部浩一 （H24.7～H26.7） 
渡部康一 （H26.8～H28.3） 
・北極観測センターマネージャ  ー 戸部精侯 （H24.4～H25.4） 
   中野道明 （H25.5～H27.10） 
   柿本晃治郎 （H27.11～H28.3） 
・企画チームリーダ  ー  熊谷宏靖 （H23.7～H28.3） 
・会計チームリーダ  ー  大川由美子 （H23.7～H25.3） 
   櫻井道仁 （H25.4～H28.3） 
・企画チーム  上曽由紀江 （H23.8～H28.3） 
   水澤美帆 （H23.8～H28.3） 
   小山 友 （H25.4～H26.3） 
   井上早穂 （H25.4～H28.3） 
・会計チーム  伊藤 京 （H23.8～H28.3） 
   河名順子 （H23.8～H26.9） 
   湯原久美子 （H24.4～H24.6） 
   光永幸子 （H25.2～H26.3） 
   三好三美 （H25.2～H25.8） 
   村田江里子 （H27.1～H28.3） 
   神戸智香 （H23.8～H28.3） 









（平成 23 年度） 
平成 23 年 7 月 11 日  第 1 回（研究課題募集） 
平成 23 年 9 月 8 日  第 2 回（研究課題公募１次審査） 
平成 23 年 10 月 20 日  第 3 回（研究課題公募最終審査、キックオフ） 
平成 24 年 3 月 21 日  第 4 回（平成 24 年度計画、ロードマップ） 
（平成 24 年度） 
平成 24 年 6 月 11 日  第 5 回（ロードマップ、実施計画書） 
平成 24 年 12 月 18 日 第 6 回（第 1 回自己点検評価） 
平成 25 年 3 月 12 日  第 7 回（平成 25 年度計画） 
（平成 25 年度） 




平成 25 年 12 月 16 日  第 9 回（第 2 回自己点検評価） 
平成 26 年 3 月 19 日  第 10 回（平成 26 年度計画） 
（平成 26 年度） 
平成 26 年 6 月 18 日  第 11 回（戦略研究目標の進捗および今後の計画） 
平成 26 年 12 月 8 日  第 12 回（第 3 回自己点検評価） 
平成 27 年 3 月 9 日  第 13 回（平成 27 年度計画） 
（平成 27 年度） 
平成 27 年 6 月 12 日  第 14 回（成果報告書に向けた取りまとめ） 
平成 27 年 12 月 21 日  第 15 回（成果報告書） 




 本事業は、文部科学省に設置された科学技術・学術審議会 研究計画・評価分科会 地球観測推進部会 北極研究戦略小委員会において、平成 24





本事業の予算推移（確定額）は下の表の通り。平成 23 年度に約 6.6 億でスタートし、翌平成 24 年度は約 16％減の約 5.5 億円となった。その後、
平成 25 年度、26 年度と新たな国際連携推進費なども加えながら微増となり、最終年度の平成 27 年度は北極域研究推進プロジェクト（ArCS）が




GRENE 北極気候変動研究事業 予算推移（確定ベース） 
単位：千円 
 H23 H24 H25 H26 H27 合計 
研究経費 409,902 284,004 405,891 403,220 268,343 1,771,360 
 
研究課題 409,902 284,004 400,612 397,816 263,017 1,755,351 
 
課題 1 44,985 37,348 45,639 36,851 29,003 193,826 
課題 2 71,875 39,692 60,007 63,459 40,738 275,771 
課題 3 78,059 46,054 60,049 52,780 38,899 275,841 
課題 4 63,179 38,383 56,513 61,366 39,954 259,395 
課題 5 57,833 38,728 56,061 63,935 35,884 252,441 
課題 6 33,833 42,593 62,117 62,628 35,000 236,171 
課題 7 60,138 41,206 60,226 56,797 43,539 261,906 
連携コーディネータ  ー 0 0 5,279 5,404 5,326 16,009 
研究基盤 190,594 212,646 111,825 102,219 67,899 685,183 
 
みらい 0 132,903 0 0 0 132,903 
外国砕氷船・係留系 83,658 58,501 79,036 52,109 42,061 315,365 
雲レーダ 90,732 5,372 16,422 19,695 4,089 136,310 
北極域データアーカイブ 16,204 15,870 16,367 30,415 21,749 100,605 
国際連携推進費 0 0 0 26,665 0 26,665 
管理運営費 54,630 54,522 57,404 61,260 53,999 281,815 
 
JCAR 事務局 15,799 22,195 26,092 32,331 18,046 114,463 
GRENE 北極事務局 38,831 32,327 31,312 28,929 35,953 167,352 
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